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会 議 録 

会議の名称 つくば市図書館協議会（第１回） 

開催日時 平成 30 年８月 24 日 開会 10：00 閉会 12：00  

開催場所 中央図書館２階集会室 

事務局（担当課） 教育局中央図書館 

 

出 

席 

者 

 

委員 

 

圷文雄、武田直樹、鈴木もえみ、大澤彩子、杉浦浩、小林忍、齋藤てる、

金子真理、木村晴美、花沢紀子 

その他  

事務局 門脇教育長、椙山館長、小野村副館長、柴原副館長、玉木係長、川田主

任主査、今井主任 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 ０人 

議題 

 

平成 30 年度重点事業等について 

平成 30 年度事業計画について 

平成 30 年度蔵書点検報告について 

平成 29 年度指標に対する実績評価について 

平成 29 年度利用者満足度調査について 

会議録署名人  確定年月日 平成  年  月  日 

 

会

議

次

第 

 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 教育長挨拶 

４ 委員及び職員紹介 

５ 会長選出 

６ 会長挨拶 

７ 議事 

８ 閉会 
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＜開会＞ 

＜委嘱状交付＞ 

＜教育長挨拶＞ 

人事発令通知書をお渡ししまして、２年間という任期になりますので、よろしくお願いしたいと

思います。私は図書館協議会に出たのが初めてですが、今年はこの他にも図書館懇話会という委

員会を開いておりまして、そちらでは「つくば市の将来の図書館をどうするか」ということを話

しております。しかし、皆さんには「今あるこの図書館をどのように活用したら市民のために良

い図書館になるか」ということについて御意見を頂けたらと思います。今回から公募で新しく３

人の方々が委員になられるということで、新鮮な視点からいろいろな発言を頂けると喜ばしいで

す。２年間どうぞよろしくお願いいたします。 

 

＜出席委員及び職員紹介＞ 

＜会長選出＞ 

圷文雄氏を会長に選出 

＜議事＞ 

事務局：配布資料に基づき説明。 

（１）平成 30 年度重点事業等について 

会長：平成 30 年度の重点事業として三つほど、WEB サービスの拡充、国立国会図書館デジタル

配信、つくば市にふさわしい図書館へ、ということで説明がありました。疑問質問等ある方は

何でも結構ですのでお話しください。 

委員：開館時間の延長を試行的にされて、それから実際に運用されたということで、図書館側

としては人の配置など大変だったと思いますが、市民の声にこたえるという意味で、努力して

いただいているのはありがたいなと思います。実際に以前、土日の 16 時半からは気持ちも焦る

し、なるべく行きたくない時間でしたが、混雑が緩和されたということで、休日をゆったりと

過ごすことができるようになり、良かったと思います。また、今日館内を覗いて「夏休みなの

に高校生が少ないな」と思ったら、いろいろな施策をされているようで、常に前向きに取り組
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んでいる姿は、市民としてもありがたいと思います。１点お伺いしたいのは、土浦市に新しい

図書館が開館しましたが、開館当時はみんな新しいので行くと思いますが、つくば市の図書館

の来館人数などに影響はありましたか。影響があったら悪いとか良いとかいう問題では無いの

ですが、利用などに何か変化はありましたか。 

事務局：来館人数などは、今は年々少なくなっています。ただ、土浦の図書館が新しくなった

からということではないと考えております。 

委員：ありがとうございます。実は私の知人でつくば市から土浦市に引っ越しされた方がいて、

「土浦市の図書館に行ったけれど、つくば市の方が本がたくさんあるような気がする」という

話をしていました。つくば市は県内でも有数の貸出数を誇る図書館なので、環境的なものも図

書館に求められるものとして大きいですが、蔵書に求めるものもあると思うので、影響はどう

だったのかなと思いました。 

事務局：蔵書数からいいますと、土浦市の図書館が 56 万冊で、つくば市は 30 万冊程度なので、

大分土浦市の方が多い状態です。また、つくば市は市民に限って貸出しをしていますが、土浦

市は制限をしていないので、たくさん借りられている状態なのかなと思います。また、新しい

図書館ができたということで新しい事業にも取り組まれていますし、駅に直結していて学習室

があるため、学生の利用も多いそうです。それで、一気に利用者を増やしているのだと思いま

す。ただ、向こうにお聞きしないと分からないこともありますが、今のところ特に土浦市の図

書館が新しくできたことで、つくば市の利用者が減っているといった影響は無いと思っていま

す。 

教育長：高校生が少なくなったという話がありましたが、それはどうしてでしょうか。 

事務局：筑波学院大学の図書館では、以前から夏休みだけ高校生に図書館を開放していたそう

なのですが、なかなか広報がうまくできず広まっていなかったそうです。先日、筑波学院大学

の図書館にお伺いする機会があり、素晴らしい図書館なのにもったいないと思いましたので、

ぜひ連携できればということで、今年の夏からパンフレットを掲示、配布することにしました。

学院大学でも利用者が増えたということですので、その成果が出たのだと思います。 

委員：駐車券サービス時間の２時間化と土曜・日曜の 19 時まで開館延長はすごくありがたいの
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で、うれしい報告だなと思って伺いました。しかし、土曜・日曜が 19 時まで延長したというこ

とを、私の周りで結構知らない人が多いです。19 時まで延長になったということを、ヨモッカ

の紙面も含めて、もっともっと告知すると来館者が増えるのではないかと思います。どのよう

にすれば良いか分かりませんが、もっと PR をして、浸透するように何か工夫をして欲しいなと

思います。また、駐車券のサービス時間延長も知らない人がいて、「図書館は駐車時間１時間

で足りないから行かない」という人もいます。ちょっとしたサービスでも主婦の人はすごくう

れしいので、どうすれば浸透するのか考えていけたら良いと思います。 

事務局：新しいサービスにつきましては、市報やホームページ、教育局で出しているつくばの

学び舎という広報誌にも掲載していますが、なかなか周知されないようです。 

委員：常陽リビングなども、読まない人も多いんですよね。ウェブを見ない方や新聞を取って

いない方もいますので、何か良い方法はないのかなって思うんですけど。 

事務局：できることはやっているつもりですが、もう少しいろいろ考えてみたいと思います。

最初の頃は、館内の掲示も工夫して出していました。 

委員：１年くらい、ずっと貼っておいても良いかもしれないですね。 

事務局：図書館は利用者が多いためチラシやポスターの掲示依頼も多く、非常に掲示物が多い

です。ですので、あまり目立たなかったのかもしれません。 

会長：区会で回覧するヨモッカにも載っているようですが、市から依頼される回覧板の配布物

がとにかくいっぱいなので、どれだけ読んでくれているか分かりません。あの手この手で広報

をするしかないでしょうね。 

委員：返却日がいつまでと書いてあるしおりが頂けますが、そこで広報はできないでしょうか。

学校の図書室のしおりがすごくかわいいデザインなので、小学生の娘は全部集めています。最

後まで取っておく物なので、そこに何か大事なことを目立つように印刷したら良いのかなと思

います。 

事務局：今は来年の茨城国体の PR のため、イバラッキーというキャラクターを入れております。 

委員：文字はあまり書いていなかった覚えがあるのですが。 

事務局：返却日が目立つように文字を減らしていたと思いますが、工夫してみたいと思います。 
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会長：WEB サービスの拡充などについては何かありますか。 

委員：私は本当にパソコンに弱いのですが、例えば国立国会図書館データベースの検索が結構

難しくて時間がかかったりします。分からないときに、どなたかに聞いたら教えてくださるの

でしょうか。いつ来ても職員の方は忙しそうですけれど、私のような WEB サービスに弱いタイ

プの人間は、やりたいけれどハードルが高く、フォローが欲しいです。レファレンスの一つと

して、聞きやすい環境があると良いなと思います。それと、せっかく始められるなら、一番最

初めに、興味のある方が向かえるようなきっかけ作りみたいなことをしていただけると助かり

ます。例えば講習会、特に初心者のための使い方講座があると良いと思います。 

事務局：国立国会図書館のデータベースについてはまだ準備中で、今は複写サービスをどうす

るか検討中です。始めるときには参考にしたいと思います。 

 

（２）平成 30 年度事業計画について 

会長：事業に関してもう少し説明が必要な部分や、新しい事業もありますので、同じやるなら

もう少し加味して欲しい点などがあれば、お願いします。 

委員：いつも思うのですが、学校訪問ブックトークは素晴らしいなと思っています。たくさん

の資料を上手につなげて話すというのはテクニックがいることです。ただ、つくば市の学校司

書をしている方から聞いた話ですが、せっかく学校訪問ブックトークがあっても学校司書の勤

務日ではなかったりとか、知らなくて聞きそびれてしまったりとかするそうです。学校司書の

スキルアップのためにも、研修の一環だと考えて、学校側にはブックトークに合わせて勤務時

間を変えていただくなど配慮をしていただけると助かります。 

あと、科学フェスティバルも例年参加されていますし、ジュニア図書館員もキャリア教育と

いう意味でも重要で子どもたちも楽しみにしていることなので、子どもたちを相手にすると大

変だと思いますが、日を分けて行うなど努力してくださっているので、継続できるように応援

しています。 

それと、忙しい中でまた新しい事業をされているのがすごいなと思いますが、７月に行われ

た調べ学習のワークショップ「図書館マスターになろう」を 27 日に見学しました。学びの広場
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とぶつかったのかもしれませんが、27 日の参加者は４組の親子でした。調べ学習は結構個人差

があり難しいですが、テーマをしぼる方法を非常にコンパクトに分かりやすく体験できるよう

になっていました。子どもだけで理解しようとするのはちょっと難しいかもしれませんが、親

子参加のため、そこに親が入ってサポートすることで理解を促せていました。 

また、意外とお母さんが楽しそうだったのが印象的です。それと、探したいテーマを伝える

と、サポートの司書の方が自分ではなかなか探せない本を次々と探してきてくれて、レファレ

ンスの利用という意味でもすごく良かったです。千葉県の袖ヶ浦市も公共図書館が毎年、夏休

みの自由研究のために調べ学習のワークショップをやっているそうです。調べ学習コンクール

の入賞作品にも良く名前が出てくる市で、作品を見ていると、子どもが調べたことプラス体験

となっていて、体験がレポートの内容を膨らませています。その体験というのは子どもだけで

はできず、親のサポートが必要だと思いますので、親子で参加としたのは良いことだと思いま

した。一番大事なのは事業を継続されていくことです。学校ではないところで学べるというこ

とと、図書館の場合は生涯学習の場ですし、親にとってもおもしろい学習機会だと感じました。

科学フェスティバルもそうですが、継続することで浸透するので、大変だとは思いますが、ぜ

ひ継続してください。 

今年はまた、ぬいぐるみのおとまり会というおもしろそうな事業もありますし、小さいとき

から図書館に来て、一生涯付き合っていくことが大事だと思います。 

会長：図書館の対象というのは幼児、児童、生徒、高校生、大学生、一般と広範囲になるので、

バランス良くうまく事業に入れていけると良いと思います。ぬいぐるみのおとまり会というの

がよく分からないのですが、これはどういうことなのでしょうか。 

事務局：ぬいぐるみのおとまり会は、お子さんたちがいつも一緒にいるぬいぐるみと一緒に図

書館に夕方来ていただきます。最初にお子さんとぬいぐるみがおはなし会に参加して、その後

お子さんたちは帰りますが、ぬいぐるみは図書館でお預かりします。夜の間に、ぬいぐるみが

好きな本を読んだり、自分の御主人のために本を選んだりしている姿を写真に撮って、ぬいぐ

るみと一緒にアルバムをお返しして、お子さんたちに本と仲良くなっていただく試みです。他

の市町村でもやっているところがあり、今年新規採用で入った職員がぜひやってみたいという
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だったので、行うことにしました。また、広報に努めたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

あと申し訳ありませんが、学校のスケジュールを事前に確認しておらず、調べ学習のワーク

ショップは学びの広場とぶつかってしまいました。残念でしたが、本当に良い事業になったと

思いますので、これからも続けていくつもりです。 

委員：この調べ学習のワークショップは広報紙などで知らせていらっしゃるのでしょうか。例

えば小学校で子どもに配布されても、親まで届かないこともあるかと思います。大人向けに広

報はされているのでしょうか。 

事務局：館内ではポスター掲示で募集しました。来館しない方にはホームページと市報で御案

内しました。 

委員：「こんなイベントが夏休みに図書館であるよ」ということを、学校経由で PR はしていた

だけないでしょうか。子どもだけだとなかなか動かないと思いますが、親御さんにお子さんの

夏休みの課題の手助けになるイベントだと伝わると、参加者も増えると思います。 

事務局：あまり参加者が多いと、細かいケアができなくなります。今回は定員を多く見積もり

すぎて、かなり多い定員で募集してしまいましたが、一人一人にアドバイスしたりするので、

４組くらいがちょうど良かったです。本当に定員ぴったり来てしまっていたら部屋も狭いです

し、細かいフォローもできず難しかっただろうと反省しています。 

委員：たしかに、人数が少ないとアドバイスもしてもらいやすいですね。私の見学時は４組だ

ったので、細かいフォローが良くて、本の紹介もきちんと受けることができました。 

事務局：逆にあまりに多くお申込みいただき、抽選でお断りするのも申し訳ないので、定員よ

り少ないくらいがちょうど良いと感じました。学校長会でも事業について説明し、校長先生か

らも募集方法についてお話しを頂いたのですが、あまり大人数は受入れが難しいという懸念が

あり、図書館で募集をした経緯があります。７月 28 日は９組の参加でしたが集会室はいっぱい

でしたし、司書も人数が限られておりますので、少しずつ広めたいと考えております。 

委員：つくば市に引っ越してきて驚いたのですが、ちびっこ博士といっていろんな研究施設を

回るスタンプラリーがあります。国際会議場もちびっこ博士の会場の中に入っていましたが、
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小中学生に広く図書館を知ってもらうということで、ちびっこ博士の対象にしてもらうことが

できるものなのでしょうか。 

事務局：ちびっこ博士は、元々つくば市の特徴である科学研究機関等を中心にポイントを決め

ていたのだと思います。そこから徐々にジャンルが広がったのかもしれませんが、元々は科学

に特化していたのだと思います。国際会議場で G7 も行われましたけれど、つくば市内の科学的

なところをポイントに入れているのだと思います。 

委員：図書館も含めてしまうと、幅が広くなりすぎてしまうということでしょうか。 

事務局：検討の余地はあるかと思いますので、頂いた御意見は担当課にもお伝えしたいと思い

ます。 

委員：図書館は科学フェスティバルに出店していて、科学関係の絵本とかいっぱい紹介してい

るので、もし行ったことがなければ、今年ぜひ行ってみてください。 

委員：先週の８月 14 日の毎日新聞になりますが、守谷市の中央図書館で子どもたちと連携をし

て、子どもたちがおすすめの本の帯を書く「本の帯コンテスト」というのをやっています。必

ずしもこの企画というわけではないんですけれど、何か子どもたちと一緒になって行う企画、

あるいはインターンの子どもたちに何か企画をしてもらうとか、そういったコラボレーション

をされるといかがでしょうか。 

事務局：今は事業としてコラボは行っていませんが、学校との連携には力を入れていますので、

ジュニア図書館員や職場体験などは行っています。最近の職場体験は男の子がほとんどと言っ

てよいくらいで、皆さん楽しそうにやっています。後は、ブックトークで学校にお邪魔したり

していますが、まだ子どもたち自身が企画しているものは無いので、ぜひ機会があれば挑戦し

てみたいです。 

委員：インターンシップのやり方も、見よう見まねで図書館のスタッフの役を担うということ

もあると思いますが、それにプラスして、何かアイディアを出して実践してもらうという方法

もおもしろいのではないでしょうか。 

事務局：職場体験で中学生におはなし会をやってもらうことはしています。今年は男子３名が、

頑張ってやっていました。 
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委員：本は自分で選んでいるんですか。図書館で指定しているんですか。 

事務局：図書館で 10 冊ぐらい用意した中から好きな本を一人１冊選んで、職員もサポートして

読んでもらっています。 

 

（３）平成 30 年度蔵書点検報告について 

会長：不明率は他市町村と比べて、つくば市は高い方ではないと以前聞きましたが、今回もそ

う解釈して良いでしょうか。 

事務局：今 IC タグを導入しているところが多いので、導入館の不明率は減っていると思います。

ただ、つくば市は HP で不明率を公表していますが、全ての自治体が公表しているわけではない

ので、全国でどうなっているのか資料を見つけることが難しい状況にあります。ただ、IC タグ

の導入が今ほど進んでいないときには、他館に比べると少なかったと聞いていますので、今も

同じような状況であると思います。 

委員：不明の図書と関連して、下に傷ついてしまった本のコーナーがありますよね。破れてし

まったり水で濡れてしまったりしているものが多いようですが、今まで私が住んでいた市町村

では図書館専用のビニールの貸出用の袋があって、そこに入れて持って帰れるシステムでした。

つくば市で初めて自分の持ってきたバッグに入れて借りるシステムになったのですが、市で買

うのが難しかったら企業に協力してもらうなどして、ビニールの袋などを用意することはでき

ませんか。 

事務局：今のアイディアで企業の方にという話もありましたので、内部で検討してみたいと思

います。 

委員：自分のバッグに入れると、特にリュックに入れたりすると、結構くしゃっとしてしまっ

たり、水筒の中身が漏れてしまったりして、思いがけず傷つけてしまうということもあるので、

もしかしたら不明にした原因というのが少しは軽減されるかもしれません。傷ついてしまう本

に関しては、ひとつのアイディアだと思います。 

会長：ちゃんと図書を借りる人たちはちゃんとデータが残りますから、傷ついて隠したなどと

いうわけではなくて、閲覧していて持って行ってしまうというのが大半ですよね。だから、コ
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ミックとか雑誌とか文庫などが多いですよね。ちゃんと借りている人が返さないというのは、

データが残っているわけですから。だから、持ち去りの防止というのは難しいですよね。 

委員：自動車図書館に関してなんですけれど、児童書の不明資料が多いようですが、借りた後

に返すタイミングを忘れてしまうなど、返しにくいといったことはあるのでしょうか。 

事務局：自動車図書館は２週間に１回で、また、雨だと運休になるので、４週間に１回となる

こともあって、返しづらいということはあるかと思います。また、一つには、なかなか借りら

れない「かいけつゾロリ」や「おしり探偵」などおもしろい本を返却せずに他の友達に貸して

しまうようなことがあると聞いています。 

委員：自動車図書館で借りている子も何人か知っていますが、返しそびれてしまって、ずるず

ると自分の本だか分からなくなってしまうようです。 

事務局：その場合は督促で御案内しているので、持ち去りとはまた別です。返却を忘れてしま

うのは記録が残っているのでまだ良いんですけれど、不明の場合は何もしないで持って行って

しまう人がいることが問題です。 

委員：自動車図書館でも持って行ってしまう子がこんなに多いんですね。ちょっと多くてびっ

くりしました。 

会長：雑誌の 0.47 とか文庫の 0.32、ヤングの 0.28、この辺りが全体数を高くしてしまってい

るのでしょうね。閲覧しながら持っていってしまうのでしょう。 

事務局：自動車図書館は運転手１名と職員１名の２名体制で行っています。自動車図書館の中

の通路と側面と、返却してもらう場所にしているコンテナ、全体を２名で見ています。人気本

は返却場所に置かれますので、返却されたところから持って行かれてしまう可能性もあると思

います。 

会長：武田委員さん、これは大学図書館なんかでもあるのでしょうか。 

委員：極端に多くはないですけれど少しはあります。専門書が多く、文庫や雑誌は元々そんな

に多くはないので、持っていかれにくいのかもしれません。 

会長：以前お聞きした話では、他の市町村と比較して突出した率ではないということでしたし、

ある程度はやむを得ないのかもしれないですね。スーパーも万引きをゼロにすることはできな
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いですから。いずれは IC タグなどが入るんでしょうが。 

事務局：そうですね。IC タグを付けるとなると長期間お休みする必要がありますし、予算も必

要になりますので難しいところもありますが、検討は続けるべきだと思っています。それと、

実は新聞も切り取って持って行かれてしまっています。いつの間にするのか不思議なのですが、

今日の新聞をそのまま持って行ってしまう方も中にはいらっしゃいます。防犯ビデオを付けて

はいますが何か所もあるわけではなく、モラルの問題ですので、少しずつ呼びかけて無くして

いきたいとは思っています。 

会長：これ以上厳格にしようとすると空港の身体検査みたいになるでしょうし、時代に逆行す

ることになってしまうでしょうね。 

 

（４）平成 29 年度指標に対する実績評価について 

委員：１点目は、６番の学校図書館支援に関する指標のところですが、中央図書館ではいつも

司書教諭補助員の研修をしてくださっています。私も違う市ですけれど、学校図書館に関わる

身として研修の重要さを非常に感じており、今後も継続していただきたいと思います。ただ、

先ほどレファレンスのときにもありましたけれど、図書館職員自体にも研修は大事だと思って

います。年間のいろいろな事業をされていますし、研修の時間や予算もあると思いますが、図

書館職員自体が研修や新しいことを学んでこられるような図書館であって欲しいなと思いま

す。 

私はネットが苦手なタイプですが、これからの世界では ICT というのか、ネットが上手に使

えないといけない時代になってくると思います。個人的な意見としては紙の本はなくならない

と思いますが、スマホを使えば分かるように、電子的なものを使うと字や行間の拡大を自由に

できます。そこで、今は過渡期で難しいとは思いますが、例えば大活字本に代わるようなもの

として電子的なものを取り入れる方向を検討していただいても良いと思います。先ほど重たい

という話がありましたが、自分が年を重ねて、見にくい、重たいというのはかなりの負荷だと

いうことが分かってきました。ですので、生涯学習という面で、高齢者も使えるように、新し

いところの良いところを入れていく方向は検討していただけると良いと思います。 
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あと、つくば市の特徴としては、外国の方が多いということがあります。ですので、つくば

市としては「他の市に比べて外国のものが多いぞ」ということを一つ特徴として考えていただ

いて良いのかなと思います。 

また、資料を見ていて、目標値が高いのではないかという気持ちがあり、例えば広報紙につ

いては「５回ではなく４回で十分でしょう」という気持ちがあります。だから、達成率を先に

見てしまうといまいちですが、設定されている目標値が高いだけだと思います。ヨモッカはつ

くば市の図書館の特徴で素晴らしいものだと思っているので、そのハードルをそんなに上げる

必要は無いと思います。達成率だけ見るのではなく、つくば市として優れているところは継続

してもらいたいし、これから時代が変わってきて、例えば蔵書数の増加が館の規模の関係で難

しいというのであれば、代替資料の拡充であるとか、もしくは規模なりのやり方を考えつつ、

運営していった方が良いのかなと思いました。 

最後に、自動車図書館のことですが、つくば市の場合は他の市町村と比べると、物流がなか

なか難しいところがありますよね。学校図書館支援のところにもありますが、団体貸出で借り

た資料を返すのが大変です。私が勤めている市町村では、団体貸出で返せる物流の日が決まっ

ていて、予約をするとその日に持って行ってくれるようになっています。つくば市の場合は団

体貸出を受けたら、もう１回予約して返しに行かなくてはいけないので、ハードルが若干高い

と感じます。すぐに変えろといってもなかなか難しいでしょうが、例えば、自動車図書館が行

く学校の団体貸出の本の返却に２週間に１度でも自動車図書館の車両が使えるとうれしいで

す。 

事務局：まず初めに研修についてですが、司書のレファレンスも含めて、研修はすごく大切だ

と認識しています。県の研修なども多くやっていますので、そういった研修にはぜひ参加して

欲しいのですが、やはり開館時間を延長したりとか開館日を増やしたりとなると、なかなかロ

ーテーションがうまくいかず、参加できていない状態です。残念なのですが、なるべく行ける

ように努力していきたいです。 

委員：開館時間を延ばせと言ってみたり、研修を増やせと言ってみたり、いろいろと二律背反

していることを要求していますが、働いている人も大事だと思います。 
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事務局：学校支援に関しましては、昨年、司書教諭補助員の先生がすごく熱心で、自主的に中

央図書館に来て勉強会などをされていました。しかし、それだと、来られる人と来られない人

がいますので、もう１回でも良いから研修会を増やしてくれないかと指導課にお願いしました。

今日、学校の委員の先生方もいらっしゃいますので、会議のときなど、学校のほうからもぜひ

研修を増やせるように、お話をしていただければなと思います。また司書の研修は工夫しなが

らやっていきます。 

あと、大活字本関連の電子図書館についてですが、市役所の職員提案で電子図書館について

の提案があって、その辺についてはワーキングチームを設けて検討していく予定になっていま

す。ただ、今のところですと、電子図書に関しましては著作権などの問題もあり、一般図書に

ついてはコンテンツがすごく少ない状況です。コミックについては個人で読み放題のものなど

が利用されていますが、図書館の電子図書はコンテンツが少ないので、実際導入して最初は一

生懸命借りても、すぐ読み終わって飽きてしまうようです。また、一般の人が電子図書を買う

ときは実際の本よりも価格が安いですが、図書館が提供するとなりますと、金額にばらつきは

ありますが、いろいろな問題で、ものすごく高くなってしまいます。だから電子図書について

は、費用対効果などについても検討しないといけないと思っています。ただ、どういうわけか

茨城県は電子図書の導入館がすごく多いです。土浦市でも新しい図書館がオープンしてから導

入しているので、引続き検討していきたいと思います。 

最後に、学校の物流、団体貸出についてなんですけれど、自動車図書館の活用は今の状態で

は難しいです。例えば、取手市の図書館では学校や交流センターに向けて貸出用図書をパック

にして、一般の運送会社にお願いして配達しているようです。つくば市は学校数も多く、その

方法を採るのも難しいとは思いますが、少しずつ工夫してなるべく皆さんに利用しやすくして

いきたいなと考えております。 

委員：長くこの委員をさせていただいているので、これまでの経過が非常に良く分かるのです

が、本当に良い意味でいつも理想を高く掲げていらっしゃると思います。ですが、今回この会

議の中で何度も「職員の方が」「職員の負担が」という言葉があったので心配になってしまい

ました。ヨモッカについても「５回ではなく４回で十分だ」という意見もありましたが、本当
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にそうだと思いますし、ジュニア図書館員受入れも職員の方々があまりにも負担に思われて、

継続ができなかったり、回数が減ったり、質の確保ができなくなったり、あるいは笑顔ででき

なくなったり、なんとなく気持ち的に乗らないんだけど仕事だからやるということになると、

子どもたちや利用者には分かってしまいます。目標もすごく良いし、中身も本当に良いので、

無理をしてこれ以上高くなさることはないと思います。高い目標が必要無いというか、今のま

まで本当に素晴らしいので、質を保って丁寧にしっかり継続するということが、大事だと思い

ます。 

それと１－４の視聴覚資料のことですけれど、私は目の不自由な方に常陽リビングや広報紙

を録音して CD でお届けする音訳ボランティアを 10 年以上続けてきましたが、最近利用者がや

っぱり減っているんですね。そういう方たちは、たくさん新しいものをお読みになりたいとい

うこともありますし、耳で聞くにしてもすごく速く聞いて知りたいということもあるみたいな

ので、この項目は 60％を切ってしまって 58％という数字ではありますが、下のコメントにもあ

るように納得しました。利用状況等を踏まえながら資料の厳選に努められるということで、悪

くはないかなと思います。 

本当に素晴らしい達成度ですが、がんばり屋さんが多いスタッフで、これ以上は心配になっ

てしまうこともあり、そんなことも思いました。以上です。 

委員：私も今の御意見に賛成です。５－３の予約の確保についてですが、今インターネットの

サービスの利用が増えて大変だと思うんですけれど、私が本を予約するときに、図書館にある

コンピューターから予約して実際に予約できたんですけれど、受取が窓口連絡だったんですね。

良く意味がわからなかったので、窓口の方に聞いたら、最初に電話の登録をされてないから、

窓口に置いておきますよという話で、後ろの棚に置いて待っていますっていうふうに教えてい

ただきました。ですので、それだと利用者がいつその本が返ってきて自分の順番になっている

のか分からないじゃないですかと話をしました。たぶん、電話の登録をしていなかったという

ことがコンピューターに反映されていないから、私自身でも分かっていなかったんです。コン

ピューターに「本を予約できません、電話登録してください」と文字が出れば分かったんです

けれど。受付の方から後で何回も電話で連絡を頂いて、その分私に関わる時間が長くなって、
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職員の方々も大変だったと思うので、館内のコンピューターでその表示が出れば、良かったの

かなと思います。 

事務局：基本的にインターネット経由の予約で電話連絡はしていないので、多分メールアドレ

スの登録がなかったのだと思います。 

委員：最初に登録してないとそうなってしまうのですか。 

事務局：連絡不要かメールでの連絡かを選んでいただけるようになっています。メールアドレ

スの登録をされていない方は連絡不要ということで、用意できてから１週間の取置きになりま

す。ウェブ上ではどうなっているかを御自身で確認できるようにはなっているんですけれど。 

委員：連絡不要だと、図書館に来るまで分からないっていうことですよね。 

事務局：ウェブから御自身で確認できます。１週間に一度必ず来ていらっしゃる方や、御自身

で今どうなっているかを確認するので連絡はいらないという方に選んでいただくようになって

います。 

委員：なるほど。私のその辺の知識不足と、最初の登録をしたときの冊子を読まずに知らない

ままでした。 

事務局：最初に必ずメールアドレスの登録をしてから予約をしてくださいと説明するように努

めてはいるのですが、こちらが伝えたつもりでもどうしてもうまく伝わっていないときもあり

ます。ですので、利用の手引きにも書いてお渡ししていますが、読まれないで予約される場合

もありますね。 

会長：この後、2020 年度の指標と数値目標が出ておりますけれど、目標値をいくつに設定する

かで達成度が変わってきます。あまり高い目標値にしてしまっても達成度は低くなるわけで、

目標値を適正にし、８割がた達成できれば良いのではないのかと私は思います。また、目標値

はいつも見直しておく必要があると思いますね。 

（５）平成 29 年度利用者満足度調査について 

委員：水筒などを忘れて「ちょっと飲み物を飲みたいな」と思ったとき、エキスポセンターの

前辺りまで行かないと飲み物が手に入りません。そこまで行くと、「このままじゃあ帰っちゃ

おうか」となることもあるので、小さなカップ式の物でも良いので、施設内に自販機を置いて
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もらえませんか。 

事務局：美術館と併設しており、美術館が管轄するカフェ Ohana が入っているので、自販機の

設置については控えています。ただ、この夏もすごく暑く、熱中症などの心配もありましたの

で、ペットボトルなどキャップ付きの容器であれば、お茶やお水を館内で飲んでも大丈夫とい

うことにしました。あとは、館外ですが施設内に冷水器がありますので、そちらの利用をお願

いしています。 

委員：お弁当を持って来たりするので、図書館の外の辺りで食べたりしているんですけれど、

向かい合わせなので、なんとなく食べて良いのか不安になったりします。休憩所みたいなもの

は今後も作る予定は無いのでしょうか。 

事務局：場所が無いので難しいです。昨年もアンケートや市民の意見などを聞いたのですが、

とりあえず一番の課題が、場所が無いことです。様々な問題が、みんな場所が無いことに起因

しています。いろいろな事業をしたくても、その場所が無いという状態で、本当は休憩所を設

けられると良いのですが今の状態では難しいのかなと思います。飲食できるところがエントラ

ンスホールしか無いので、皆さんホールでお弁当を食べたりしています。ただ、飲み物につい

ては、汚さないようにキャップが閉められる容器であれば、お茶などを飲んでいただけるよう

にしました。汚したら弁償になってしまうんですけれど。 

委員：先ほど話に出た視聴覚資料の利用の低さが気になっていたんですけれど、CD や DVD は今

１週間の貸出期間で、図書が２週間なので、返却に２回来ないといけないので面倒くさいとい

うのがあります。あと、CD や DVD を目標として来た人は左側のコーナーに行くけれど、図書を

借りに来た人は、左側にある視聴覚資料の存在すら知らないのではないかなということと、お

子さんや 10 代 20 代の人が借りたい CD などが無いなと思いました。１点当たりの購入金額が高

価だということであまり言えませんが、ちょっと古いものばかりで、幼児から 10 代 20 代の若

い世代が借りたいものが少ないように見受けられます。 

事務局：資料のある場所についてはスペースの都合上、動かすのは難しいです。本来であれば

図書も視聴覚資料も１つのカウンターで取扱えるのが望ましいと思うのですが、今のところこ

の配置しかないのかなと思っています。若い人達向けの CD や DVD の購入については、選書委員
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会と同様、図書館司書が打合せをして選定していますので、伝えておきたいと思います。 

委員：今回のヨモッカでは、50 歳代からの図書館というすごく良い情報が掲載されています。

40 代まではお子様を連れて子どものためにいらっしゃっている方が多いかと思うんですが、50

代以上ですと御自身のためにいらっしゃる方も多いと思います。シニアの皆様にとって、良い

意味の居場所としても、また退職後ゆっくり本を読みたいという方のためにも、このような 50

歳以上の方々にもお勧めの情報があると、すごく良いと思います。図書館というと、どうも「親

子」「子ども」というのがメインのイメージですが、シニアの方々にとって、ゆっくり心が休

まる場所としても図書館は必要だなと思うので、こういう情報をこれからもたくさん出してい

ただけると良いなと思います。ぜひ図書館の空間も含めて、これからも情報提供や環境作りを

進めていただきたいなと思いました。 

委員：事業が充実していて、本当に頭が下がるなという思いでずっとお話を聞いて、資料を見

させていただきました。私も今公共施設に勤めており、市民サービスに努めようとすると職員

の負担が大きくなって、必ず苦しい部分が出てくると感じています。そういう中でも最大限の

努力をされていらっしゃることに改めて頭が下がります。 

また先ほど、春夏秋冬４回行っていらした事業を夏秋だけにしたという話を伺いました。ど

うしても一生懸命やっていると欲が出るので、やっている側ももっとたくさんという気持ちに

なるんですけれど、それをあえて減らす英断といいますか、取捨選択も大事にしながら運営し

ていただければと思います。 

私は図書館の利用カードをリニューアルしたとき、久し振りに訪れましたが、カウンターの方

々の柔らかい、優しい対応の仕方が大変親切でありがたいなと感じ、図書館にまた頻繁に足を

運びたいなという気持ちにさせていただきました。そういう気持ちを持って皆さんが対応し、

動けるような図書館でいていただくと、利用者も少し増えると思うんですね。つくば市らしい

図書館としての、大事な条件の部分かなと思いましたので、今後ともよろしくお願いいたしま

す。 

 

＜閉会＞ 
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平成 30 年度第１回図書館協議会次第 

 

                                               平成 30 年８月 24 日（金） 

                                                午前 10 時～ 

                                                中央図書館２階 集会室 

 

１ 開 会 

 

２ 委嘱状の交付 

 

３ 教育長挨拶 

 

４ 委員及び職員の紹介 

 

５ 会長の選出 

 

６ 会長挨拶 

 

７ 議 題 

  （１）平成 30 年度重点事業等について 

  （２）平成 30 年度事業計画について 

    （３）平成 30 年度蔵書点検報告について 

  （４）平成 29 年度指標に対する実績評価について 

（５）平成 29 年度利用者満足度調査について 

  （６）その他 

 

８ 閉 会 



つくば市図書館協議会委員 

任期：平成 30 年 7 月 1 日～平成 32 年 6 月 30 日 

  （順不同） 

 氏名 任命区分 備考 

１ 圷 文雄 学識経験者 再任 

２ 鷲田 美加 学識経験者 再任 

３ 武田 直樹 学識経験者 新任  

４ 鈴木 もえみ 社会教育関係者 再任  

５ 大澤 彩子 社会教育関係者 再任 

６ 杉浦 浩 社会教育関係者 再任 

７ 小林 忍 家庭教育関係者 新任  

８ 齋藤 てる 家庭教育関係者 新任 

９ 金子 真理 家庭教育関係者 新任 

10 木村 晴美 学校関係者 新任 

11 花沢 紀子 学校関係者 新任 

 



平成 30 年度中央図書館重点事業 

 

１ Web サービスの拡充 

(1) 在架資料の予約サービス 

   ４交流センター（筑波・小野川・谷田部・茎崎）図書室受け取りに限り、Web 予

約で中央図書館の在架の資料に予約ができるサービスの開始（４月３日～） 

   中央図書館から遠い方が利用しやすくなるよう、また、蔵書の少ない交流セン

ター図書室の地域格差をなくすために実施する。 

(2) 「マイ本棚」及び「ほんナビキッズ」の開始 

   「マイ本棚」は、Web 上に自分の本棚を作成できるサービスで、読みたい本、

今読んでいる本、読みたい本に分類ができ、自分の読書記録や興味の本を記録で

きる。 

  「ほんナビきっず」は、本探しを手伝ってくれるサイト。（子供の絵本・児

童書のみ）  

２ 国立国会図書館デジタル配信サービス開始 

  国立国会図書館デジタル配信サービスは、国立国会図書館のデジタル資料につ

いて、Web 上で閲覧できるサービス。現在使用の新聞データベースパソコンに追加

する。 

３ つくば市にふさわしい図書館へ（市長公約） 

(1) 市民に愛される新しい「市民図書館」を作るための、多世代多分野の代表から

なるプロジェクト開始 

   市長公約によって平成 29 年度から準備を進めている。29 年度は、Web や庁内

イントラでの意見を募集、並行して庁内のメンバーによる検討会議を開催し、つ

くば市の図書館の現状と課題について協議した。 

  平成 30 年度は、この結果を基に「つくば市図書館懇話会」を開催し、新しい

「市民図書館」の在り方等についての意見をまとめていく。 

(2) 利用しやすい図書館へ開館日の増と開館時間の延長 

  これまでも中央図書館の開館時間延長や駐車場の問題については、利用者から

の要望が多くあったが、平成 29 年度に試行的に午後９時まで開館して、直接、

利用者の意見を聞くなどし、平成 30 年度からは、混雑が酷かった土・日曜日の

開館時間を延長し、平日同様、午前９時 30 分から午後７時までとする。 

  また、連休や土・日・月曜日の祝日等に開館し、利用者の利便性向上を図る。 

資料１ 



資料１

平成30年度事業計画（事業・業務予定表）

その他

４月 ・広報６月号締切り（16日）

・ホームページ掲載（随時）

・６月勤務割り振り表配付（予定）

５月 ・広報７月号締切り（18日）

・７月勤務割り振り表配付（予定）

６月 ・広報８月号締切り（18日）

・８月勤務割り振り表配付（予定）

７月 ・広報９月号締切り（20日）

・９月勤務割り振り表配付（予定）

８月 ・広報10月号締切り（17日）

・10月勤務割り振り表配付（予定）

９月 ・広報11月号締切り（14日）

・11月勤務割り振り表配付（予定）

10月 ・広報12月号締切り（18日）

・12月勤務割り振り表配付（予定）

11月 ・広報１月号締切り（16日）

・１月勤務割り振り表配付（予定）

12月 ・広報２月号締切り（14日）

・２月勤務割り振り表配付予定

１月 ・広報３月号締切り（16日）

・３月勤務割り振り表配付予定

２月 ・広報４月号締切り（15日）

３月 ・広報５月号締切り（未定）

・４月勤務割り振り表配付（予定）

【展示テーマ】　〔４～６月〕入門書　　　〔７～９月〕植物の育て方、世界の庭園　　　〔10～12月〕岩崎ちひろの文学　　　〔１～３月〕本屋大賞受賞作品

【図書館おはなし会】　　・おはなしぶんぶん（赤ちゃん向け）　毎月木曜日及び日曜日各１回　10：30～10：50

【ボランティア活動】　　

①地域資料ボランティア（毎週水曜日） ②修理ボランティア（毎週火・水曜日） ③音訳ボランティア（月間４回）

④点訳ボランティア（毎月第３木曜日） ⑤国際化サービスボランティア（随時） ⑥配架ボランティア（随時）

⑦お話しボランティア（毎週土曜日15：00～　第５土曜日がない月は日曜日）

　　・グループスイミー公演　６月16日 (土)11:00～12:00　　　・パネルシアターかくれんぼ公演　７月７日（土）11:00～12:00

⑧児童サービスボランティア（毎月第１水曜日）

⑨地域文化ボランティア　　・おとなのためのブックトーク（第３土曜日10：00～）　　・いとをかし古典ブックトーク（第１土曜日10：00～）　  

月
サービス係

業   務  予  定

管理係

・ジュニア図書館員実施（４、21、26日）

・インターンシップ受入れ

・科学フェスティバル出展準備

・見学，職場体験受入れ（通年）

・図書返却事業（通年）

つくば市立中央図書館

・インターンシップ受入決定

・特別整理期間（５日～８日）

・学校訪問ブックトーク希望校募集

・ジュニア図書館員募集、実施（31日）

・夏休み図書館閲覧席利用広報準備

・蔵書点検準備

・ジュニア図書館員企画検討

・団体貸出業務（通年）

・相互貸借事業（通年）

・不用図書の選定、梱包（１月まで随時）

・ファーストブック講座企画、広報準備・新聞廃棄（廃棄年度11・12月分）

・目標指標アンケート実施

・学校訪問ブックトーク準備

・次年度自動車図書館巡回日程通知広報準備

　　　　・「ヨモッカ」第11号発行、区会回覧（１日）

・自動車図書館後期日程広報準備

・中学生職場体験受入れ

・学校訪問ブックトーク（～1月）

・冬休み図書館閲覧席利用広報準備

・自動車図書館後期日程通知（小学校・義務教育
学校・保育所・児童館）

・年末年始休館に伴う特別貸出広報準備

・次年度インターンシップ受入れ決定

・春休み図書館閲覧席利用広報準備

・科学フェスティバル出展

・次年度自動車図書館巡回コース及び日程検討

・不用図書リサイクル企画、広報準備

・リサイクルに伴う特別休館、貸出し広報準備

・アルス協議会

・臨時職員業務等説明会

・第５回図書館懇話会（予定）

・第３回図書館協議会（予定） ・雑誌配架場所変更

・新聞廃棄（廃棄年度１・２月分）

・ぬいぐるみのおとまり会

・次年度新規ボランティア説明会

・特別整理期間（13～15日）

・小学校等新入生新規カード作成、取りまとめ通知

・蔵書点検実施（４交流センター図書室　13～15日）

・ファーストブック講座募集・実施

・第４回図書館懇話会（11～12月予定）

・第２回図書館協議会（予定）

・アルス協議会 ・次年度購入雑誌検討（～３月）

・次年度蔵書点検に伴う特別休館、特別貸出し広
報準備

・アルス協議会

・第３回図書館懇話会（予定）

・新聞廃棄（廃棄年度９・10月分）

・アルス協議会

・「ヨモッカ」第12号発行、区会回覧（１日）

・新聞廃棄（廃棄年度７・８月分）

・アルス協議会

・第２回図書館懇話会（予定）

・『つくば市の図書館概要』発行

・アルス協議会

・新聞廃棄（廃棄年度５・６月分）

・アルス協議会

・第１回図書館協議会（24日）

・アルス協議会

・第１回図書館懇話会（19日）

・次年度図書館専門員・臨時職
員選考

・次年度図書館専門員、臨時職
員募集

・「こどもヨモッカ」第10号発行、学校配布（夏休み前）

・「こどもヨモッカ」第11号・「ヨモッカ」第12号発行準備

・「こどもヨモッカ」第11号発行、学校配布（冬休み前）

・アルス協議会

・ボランティア代表者会議 ・小学校等新入生新規カード作成

・新聞廃棄（廃棄年度３・４月分）

・「こどもヨモッカ」第10号、「ヨモッカ」第11号発行準備

・アルス協議会

・選書、発注、受入れ（通年）

・資料費配分決定

・前年度利用統計集計業務

・18歳からの大人の調べ方講座（17日）

・おはなし会（通年）

・不用図書リサイクル事業実施（15～17、19日）

・蔵書点検実施（中央図書館　５～８日）

・アルス協議会

・アルス協議会

・調べ学習のワークショップ「図書館マスターにな
ろう！」実施（27，28日）
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平成30年度つくば市立中央図書館蔵書点検報告書 

 

１ 実施概要 

（１）目的   中央図書館及び自動車図書館に所蔵している全資料について点検を行

い、資料の実際の所蔵状態を確認する 

 

（２）実施期間 平成30年６月５日（火）～平成30年６月８日（金） 

 

（３）点検対象 ①中央図書館 書架及び保存書庫の全資料（視聴覚資料含む） 

②自動車図書館 BM書庫及び自動車図書館車積載の全資料 

 

（４）点検者  中央図書館職員、図書館専門員、臨時職員 

 

（５）点検機器 ハンディターミナル（全26台）  

 

２ 蔵書点検結果 

 （１）不明資料点数（平成29年10月１日から平成30年５月31日までの間に不明となっ

た資料の総数） 

 所蔵館 所蔵数（点） 不明資料数（点） 不明率（％） 

中央図書館 271,639  409   0.15 

自動車図書館  40,882    89   0.22 

総数 312,521  498   0.16 

  

 

 

 

資料３ 
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（２）資料区分別詳細 

   ① 中央図書館 

資料区分 点検対象（点） 不明資料数（点） 不明率（％） 

一般図書 138,379  257  0.19 

文庫 15,195  48  0.32 

ヤング（コミック，

文庫含む） 
8,552  24  0.28 

参考図書 5,820  2  0.03 

地域資料 4,753  1  0.02 

市政資料 1,386  0  0.00 

教科書 362  0  0.00 

児童図書 38,047  8  0.02 

紙芝居 1,848  0  0.00 

絵本 23,148  18  0.08 

外国語一般 7,350  4  0.05 

外国語児童 1,209  0  0.00 

外国語絵本 1,473  0  0.00 

視聴覚資料 13,247  6  0.05 

雑誌 8,364  39  0.47 

児童雑誌 2,506  2  0.08 

合計 271,639  409  0.15 

②自動車図書館 

資料区分 点検対象（点） 不明資料数（点） 不明率（％） 

一般図書 13,807  14  0.10 

児童図書 27,075  75  0.28 

合計 40,882  89  0.22 
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３ 蔵書点検と点検結果について 

例年、蔵書点検は、６月に４日間程度臨時休館し行っている。昨年度は、図書館情 

報システムの更新に伴い長期休館が必要であったことから、年間の開館日数を確保する

ため、システムの更新作業と並行して、臨時休館中の９月に蔵書点検を行った。 

昨年度の実施時期が例年より３か月遅くなったことから、前回の蔵書点検からの期間

が例年の12か月間から９か月間へと短くなっている。そのため、不明資料の数が例年

よりも減少したものと考えられる。 

 

４ 不明資料対策について 

全国の公立図書館において、不明資料を解消することは共通の課題となっている。 

当館においては、持ち去りが多いと思われるジャンル、シリーズ等の資料を書庫で保

管したり、人気の高い図書を職員の目に付きやすいカウンターの前に展示したり、人気

雑誌の最新号をカウンター内で保管するなどの対策をとっている。また、利用者へのモ

ラルやマナー向上の契機となることを期待して、蔵書点検の結果をホームページに掲載

している。 

持ち去り防止のための効果的な対策としては、ＩＣタグによる資料管理の手段がある

が、機器等の設置にかかるコストや、施設の状況などを考えると現状での導入は困難で

ある。今後も、利用者に対してポスターなどでの啓発を行い、地道に注意喚起していく

ことが重要であると思われる。 

498
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資料４ 

つくば市立図書館サービス指標について 

 

 図書館の運営状況については､図書館法第７条の２及び第７条の３及び文部科学省

告示「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」により図書館サービスその他図書館

運営に関する点検・評価を行い､公表に努めなければならない旨が明記されています。   

つくば市立中央図書館では､このことを踏まえ､つくば市立図書館の運営に関し､平

成 27 年度から活動実績について評価を行うための取組項目及び評価指標を定め､評

価を行っています｡また､その結果を公表することによって市民の図書館事業に対す

る理解を深めると共に､図書館の健全な発展と図書館サービス向上に努めています。 

 



1-1 所蔵資料点数 350,000点 313,607点 310,887点 311,721点 89%
予算の範囲において､効率的な選書を
行い､所蔵資料数増を目指す。

評価

1-２ 個人貸出図書冊数 850,000冊 857,604冊 850,885冊 840,248冊 99%
幅広い年齢層を意識して利用の促進を
図り､目標冊数を目指す。

評価

1-３ 団体貸出図書冊数 15,000冊 9,857冊 　10,582冊 9,704冊 65%
学校や公共機関等への団体貸出しを
促進し､読書推進活動の向上を目指
す。

評価

1-４ 貸出視聴覚資料点数 120,000点 84,060点 78,063点 69,311点 58%
供給数が限られているため､資料の厳
選に努め､効率的な貸出しを目指す。

評価

２-1
図書館情報紙の発行回
数

５回 ４回 ４回 ４回 80%
図書館からの情報を積極的に発信す
る。

評価

２-２ 返却窓口の返却冊数 110,000冊 83,613冊 107,689冊 111,528冊 101%
返却窓口を増やすなどの検討しながら
利便性の向上に努める。

評価

２-３
図書館ホームページへの
アクセス件数

300,000回 354,674回 361,397回 369,210回 123%
図書館ホームページの内容充実を図
り，利便性の向上を目指す。

評価

２-４ 年間開館日数 287日 285日 287日 280日 98%
年間の開館日数を増やし､図書館利用
の促進を図る。

評価

２-５ 年間開館時間 2,508時間 2,481.5時間 2,502.5時間 2,446時間 98%
開館日数増に比例して年間の開館時
間を増やし、利用促進と利便性向上に
努める。

評価

２-６ 新規登録者数 6,500人　 6,192人 6,101人　 5,939人 91%
転入者等や図書館未利用者に対してＰ
Ｒに努め､図書館利用者を増やす。

評価

２-７ 来館者数 580,000人 555,189人 548,777人 514,588人 87%
減少傾向にあるため、来館者増を目指
す。

評価

平成29年度指標に対する実績評価

　インターネット等の普及によってホームページから情報を得る利用者が増えており､目標を超えるアクセス件数となった。情報を得る手段とし､
今後さらにホームページの利用が見込まれることから､分かりやすい情報提供と積極的な活用で、図書館の利用増を図りたい。

　平成28年度は目標達成できたが、平成29年度は図書館システム更新に伴う長期休館をしたことで、目標を達成することができなかった。図書
館システム更新時に蔵書点検を行うなどして前回のシステム更新時よりは開館日数の確保に努めた。

　自動車図書館のステーションとなる小学校の新一年生に対して学校を通じて図書館利用カードを発行するなどして登録者数の増を図ったが、
目標には至らなかった。図書館利用についての情報発信を積極的に行い､登録者並びに図書館利用者の増を図りたい。

　平成29年度は図書館システム更新に伴う休館をしたこともあり、目標を達成することができなかった。平成30年度は土・日曜日も午後７時まで
開館することとしており、より利用しやすい図書館を目指したい。

№ 目　標　指　標 H28年度実績値 達成度目標値

　司書資格を有する職員で構成する図書選定委員会を毎週開催し、市民からのリクエストも含めた図書購入について検討、良質な図書の収集
に努めた。しかし、中央図書館の所蔵スペースには限りがあることもあり､所蔵資料数は目標に達しなかった。所蔵資料点数を増やすことは、現
状の施設では難しく､今後の課題である。

　ここ数年20代、30代の利用者が減少している状況である。また､平成29年度は図書館システム更新に伴い開館日数が減ったこともあり､目標を
達成することができなかった。図書館利用について市民への情報発信とより利用しやすい図書館づくりを目指したい。

　団体貸出については目標の３分の２程度の貸出数となった。読書活動推進のため､広報活動等を通じて登録団体を増やしていくことが重要と
考えるが､登録団体が団体貸出を利用しやすい環境を整えることも課題である。

　視聴覚資料の貸出は、インターネット等の普及もあり､年々減少しており、目標を達成することはできなかった。１点当たりの購入金額が高価に
なることから､利用状況等を踏まえながら資料の厳選に努め、資料の充実と有効活用を図っていきたい。

２　市全体へのサービスに関する指標　（７項目）

１　市民サービスに必要な資料を確保し，提供することに関する指標　（４項目）

№ 目　標　指　標 H28年度実績値 達成度目標値 目標値の設定理由H27年度実績値 H29年度実績値

H29年度実績値H27年度実績値

　平成29年度は図書館システム更新に伴う休館をしたこともあり、目標を達成できなかった。開館時間延長を検討するため、10月～11月の６日
間､午後９時まで開館時間延長を試行した。その利用状況や市民要望等も踏まえ、平成30年度は土・日曜日も午後７時まで開館時間を延長する
こととした。

目標値の設定理由

　図書館情報紙「ヨモッカ」、「こどもヨモッカ」をそれぞれ２回発行した。紙面の内容の充実を図り、利用者には好評であった。しかし、紙面の作成
は職員の負担も大きいため、「ヨモッカ」、「こどもヨモッカ」の発行回数を増やすことは困難な状況であった。今後、簡易な内容の情報紙の発行を
検討するとともに広報紙の活用や他情報紙等への情報提供を積極的に行うことで、情報発信の充実を図りたい。

　返却窓口の利用は年々増加しており、目標を達成した。平成29年度はブックポスト等の回収回数を増加するなどして、図書館サービスの充実
を図った。今後も利用の増加が見込まれるため､回収回数を増やすことで迅速な貸出につなげ､ｻｰﾋﾞｽの向上を図りたい。新たな返却窓口の設
置は課題である。



３-1 大活字本の所蔵冊数 2,100冊 1,753冊 1,809冊 1,894冊 90%
出版数が限られているので､計画的な
蔵書に努め、目標数を目指す。

評価

３-２ 大活字本の貸出冊数 1,800冊 2,538冊 2,202冊 1,533冊 85%
大活字本コーナーの表示やＰＲ等に努
め､利用促進に努める。

評価

３-３ 外国語資料の所蔵点数 12,000冊 10,116冊 10,246冊 9,992冊 83%
外国語資料の蔵書数を増やし、多言語
サービスの向上を目指す。

評価

３-４ 外国語資料の貸出冊数 8,000冊 7,578冊 8,328冊 7,054冊 88%
外国語資料コーナーの配架や掲示等
の充実に努め､利用促進を図る。

評価

３-５ 点字資料の所蔵点数 230点 208点 214点 213点 93%
点訳資料の作成及び収集に努め、所
蔵点数増を目指す。

評価

４-1 自動車図書館利用人数 15,000人 11,312人 12,022人 11,016人 73%
自動車図書館のステーションの見直し
や蔵書の充実を図り､利用者数増を目
指す。

評価

４-２ 自動車図書館貸出冊数 55,000冊 43,254冊 47,889冊 44,860冊 82%
自動車図書館資料の充実に努め、貸
出冊数の増を目指す。

評価

４-３
自動車図書館
　　　　　予約受付件数

300件 149件 183件    146件 49%
自動車図書館利用を促進し､効率的な
予約処理に努める。

評価

４-４ 相互貸借冊（点）数 2,400点 2,233点   2,360点 2,048点 85%
他の図書館と連携して、市民に様々な
資料提供についてＰＲし､幅広い資料提
供を図り、貸出し数増を目指す。

評価

　２台の自動車図書館で48か所のステーションを２週間に一度の割合で巡回しているが、利用人数の少ないステーションや雨天による運行中止
（平成29年度は162日運行､13日運行中止）もあり、目標には達しなかった。市民の生活圏が広域なつくば市において自動車図書館は重要な役
割を担っており､ステーションの見直しや情報発信を積極的に行うことで、有効活用を図りたい。

　平成29年度の貸出冊数は前年度と比べて減少となり、目標を達成することができなかった。自動車図書館の利用状況を反映させた図書の購
入を行うなど資料の充実を図るとともに、ステーションの見直しを行うことで、自動車図書館の有効活用を図りたい。

　自動車図書館のステーションは小学校や保育所が多いこともあり、予約受付件数の増には至らなかった。インターネットによる予約が増えてい
る中で､２週間に一度の割合で巡回する自動車図書館での予約受付件数を増やすことは課題である。自動車図書館の利用について周知を図り
たい。

　図書館システム更新で休館中には相互貸借も行っていなかったこともあり、前年度と比べても利用件数は減少し、目標を達成することができな
かった。つくば市民の相互貸借の利用は多いことから、制度を活用して利用者の求める資料を提供することで､サービス向上を図りたい。

目標値の設定理由

　計画的に購入を行って所蔵数を増やしてきたが､目標値には至らなかった。高齢者が増えていることから、今後も計画的に蔵書に努めたい。

　資料の充実を図るとともに、大活字本について周知をすることで読書活動の推進に努めたい。大活字本は持ち運ぶには重さもあるため､館内
利用についても周知を図りたい。

　平成29年度は所蔵資料の整理を行ったこともあり､所蔵点数が減少することとなった。外国語資料の購入予算を増やしたり､寄贈を積極的に受
け入れたりすることで、所蔵点数の増を図っていきたい。

　平成29年度は開館日数が減ったこともあり､貸出点数が減少した。所蔵点数を増やすなど資料の充実を図るとともに情報発信に努めたい。

　点訳ボランティアによる点字資料の作成が行われているが､資料の増には至らなかった。点訳ボランティアによる点字資料の作成を継続的に
支援するとともに計画的に点字資料を購入することで、サービスの充実を図りたい。

４　地域支援サービスに関する指標　（４項目）

№ 目　標　指　標 H28年度実績値 達成度目標値

目標値

３　障害を持った方及び外国の方へのサービスに関する指標　（５項目）

目標値の設定理由№ 目　標　指　標 H28年度実績値 達成度H29年度実績値

H29年度実績値

H27年度実績値

H27年度実績値



５-1
地域支援事業等参加定
員に対する参加者割合

105% 85% 89% 94% 90%
図書館が積極的に市民向けの図書館
講座等を開催し､図書館に関する関心
を高め読書推進活動の向上を目指す。

評価

５-２ レファレンス受付件数 1,700件 1,739件 1,794件 1,630件 96%
レファレンス能力の向上とPRに努め目
標件数を目指す。

評価

５-３ 予約件数 74,000件 84,394件 88,378件 89,313件 121%
図書館窓口のほか図書館ホームペー
ジやインターネット登録の充実を図り、
円滑な予約の推進に努める。

評価

６-1 ブックトーク事業参加校数 44校 45校 46校 41校 93%
学校への積極的なＰＲを行い､実施校
数の増を目指す。

評価

６-２ 職場体験学習受入人数 25人 21人 39人 30人 120%
図書館の受入体制の拡充に努め、受
入人数増を目指す。

評価

６-３
学校図書館司書教諭補
助員等の研修参加人数

87人 85人 86人 89人 102%
司書教諭や司書教諭補助員のスキル
向上を図るため､有意義で魅力的な研
修を実施し、参加者数増を目指す。

評価

６-４ 社会科見学受入学校数 10校 10校 6校 6校 60%
図書館の受入体制の拡充に努め､受入
人数増を目指す。

評価

６-５
ジュニア図書館員受入人
数

70人 25人 45人 87人 124%
図書館の受入体制の拡充に努め､受入
人数増を目指す。

評価

７-1
利用満足度調査の満足
度

80%以上 83% 85% 83% 104%
図書館利用者の満足度を把握し、将来
の図書館運営の向上を目指す。

評価
　年度末の3月に図書館内で利用者に対して実施した満足度調査の結果。「満足」と「やや満足」と回答した方の合計割合は３年間とも目標を達
成することができた。今後も、より利用しやすい図書館を目指して図書館サービスの充実に努めたい。

№ 目　標　指　標 H28年度実績値 達成度目標値 目標値の設定理由

６　学校図書館支援に関する指標　（５項目）

５　課題解決支援，利用者の情報活用能力に関する指標　（３項目）

№ 目　標　指　標

　図書館事業の「わくわくランド」及び「ファーストブック講座」の参加者割合を指標としているが、ファーストブック講座は定員を超えていたことから
平成27年度から２回講演としたこともあり、結果として参加者割合は目標に達しなかった。しかし、延参加者数は増えているため、読書活動の推
進のためにも継続して実施していきたい。

　平成29年度は開館日数の減少もあり､目標には達しなかった。一人による複数の相談や高度な内容の相談も増えており、研修への参加や職
場内研修の時間を確保し、職員のレファレンス能力の向上を図り､図書館サービスの充実に努めたい。

　パソコンやスマートフォン、携帯電話等の普及により、インターネットから簡単に予約ができるため年々増加しており、目標を大きく上回った。今
後､益々増加することが見込まれるが、予約棚の確保とともに本を確保して準備をする職員の業務量の増､予約本を４交流センター図書室等の
受け取り希望場所への迅速な配送と回収など､予約件数増に伴う課題もあるため､予約件数増を見込んだサービス提供の充実が求められる。

７　市民満足度に関する指標　（１項目）

№ 目　標　指　標 H28年度実績値 達成度目標値 目標値の設定理由

　平成29年度は申込みをされない学校もあり、目標には達しなかった。しかし、３か年平均の参加校数は44校と目標値と同数となり、学校との連
携を図り､児童・生徒の読書推進に図書館として協力できたと考える。

　中学２年生（義務教育学校８年生）を対象に図書館の業務を体験してもらう事業。平成28年度からは受入体制を拡充して受入日数を増やし､よ
り多くの生徒の受入を可能としたことで目標を達成した。図書館の利用者数が多くなる夏休み期間の受入については、職員のスケジュール調整
が課題である。

　年度初めに実施される司書教諭・司書教諭補助員等の全体研修会の参加人数であり、目標値に達した。この他にもう１回の研修にも職員が
講師として参加しており、その参加者も含めると目標の約２倍の参加人数となっている。今後も､研修を実施している教育指導課及び学校と連携
して、司書教諭・司書教諭補助員のスキルの向上を支援し､児童・生徒の読書推進を図りたい。

　市内の小学校、義務教育学校､特別支援学校等の受入学校数。随時受入は行っているが、申込みが少なかったこともあり､目標達成には至ら
なかった。希望があった場合には､スケジュール調整を行い､積極的に受入をすることで読書推進を図りたい。

　５年生､６年生を対象に図書館の業務を体験してもらう事業。平成28年度からは４年生からを対象として実施。平成29年度は受入体制を拡充
し､募集時期と回数を増やして実施したことで､目標を達成することができた。

H28年度実績値 達成度目標値 目標値の設定理由

H27年度実績値

H29年度実績値

H29年度実績値

H29年度実績値

H27年度実績値

H27年度実績値
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平成 29 年度つくば市立中央図書館 利用者満足度調査報告書 

 

実施について 

 

（１）調査の目的 

中央図書館における利用の実態や満足度を把握し、今後の図書館運営に生かすため、

利用者満足度調査を実施した。 

（２）調査対象者  

10 代以上のつくば市立中央図書館利用者 

（３）調査期間 

平成 30 年 3 月 13 日（火）～3 月 25 日（日）（19、21 日を除く 11 日間） 

（４）調査方法 

調査期間中、中央図書館内正面入り口、中央カウンター及び視聴覚カウンターの３カ所

に調査用紙と回収箱を設置し、調査を行った。 

（５）有効回答数 

229 

 

 

 

利用者満足度調査結果概説 

僅かながら館内滞在時間の長期化傾向が見られる。平成 30 年度から駐車場を１時間無

料から２時間無料としたため、一層の長期化が見込まれる。市全体の人口増加と合わせ、館

内混雑が懸念される。 

問５の図書館サービス各項目別では、「スタッフの対応（窓口・電話等）」、「調べもの相談

（レファレンスサービス）」といった人的資源が 90%を超える高い満足度となった。一方、「開館

時間」、「所蔵資料の数や種類」では 80％を下回った。「開館時間」については、平成 30 年

度から土日２時間延長となったため、次回の調査が待たれる。「所蔵資料の数や種類」につ

いては、書架に限りがあることから早急の対応は難しいが、解決しなければならない課題で

ある。 

総合的に見た図書館の満足度は、平成 28 年度の 85％から微減し、83％となった。平成

30 年度のサービス改善点もふまえ、今後も利用者目線で図書館運営を行っていきたい。 

 

 

資料５ 
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41%

59%

性別

男

女

12%
7%

13%

26%
14%

17%

11%

年齢

10代
20代
30代
40代
50代
60代
70歳以上

満足度調査結果 

性別・年齢・利用カード・住所 

回答者は、女性が半数を超えた。年齢はほぼすべての年代で 10～20％の間であり、バラ

ンスのよい構成となっている。居住地別では、市内在住者が 9 割以上を占めていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  性  別    （人） 

男 女 合計 

94 135 229 

年  齢                        （人） 

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上 合計 

28 15 31 59 32 39 25 229 
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図書館の利用カードを持っていますか？ 

 

 

お住まいはどちらですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

86%

14%

はい

いいえ

91%

9%

つくば市内

つくば市外

図書館の利用カードを持っていますか。 （人） 

はい いいえ 合 計 

196 33 229 

お住まいはどちらですか      （人） 

つくば市内 つくば市外 合計 

209 20 229 

つくば市外利用者数  （人） 

土浦市 5 

守谷市 2 

龍ヶ崎市 1 

阿見町 1 

八千代町 1 

石岡市 1 

常総市 1 

埼玉県 1 

さいたま市 1 

川口市 1 

東京都 5 
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2%

17%

38%

31%

11%

1%
0%

10分以内

10分～30分
30分～1時間

1時間～2時間

2時間以上

わからない

未回答

136

33

76

18

12

本や雑誌を借りる

CDやビデオ等を

借りる

図書館の中で

本や雑誌を読む

勉強や調べ物をする

その他

0 20 40 60 80 100 120 140 160

問 1 今日図書館に来た目的の中で一番近いものを選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 1 今日図書館に来た目的の中で一番近いものを選んでください。※複数回答者あり  （人）          

本 や 雑 誌 を

借りる 

CD やビデオ

等を借りる 

図書館の中で 

本や雑誌を読む 

勉強や調べ 

物をする 
その他 未回答 合計 

136 33 76 18 12 0 277 

 

問 1 では図書館の利用目的について尋ねた。 

最も多かったのは、「本や雑誌を借りる」で６割近く、 

「CD やビデオ等を借りる」と合わせると 74％となる。また、

「図書館の中で本や雑誌を読む」、「勉強や調べ物をす

る」など滞在を目的とする方が 42％いることが分かる。 

 

 

 

問 2 あなたが図書館にいた時間（あるいは予定の時間）は次のどれですか 

 

「30 分から 1 時間」が最も多く、次い

で｢1 時間から 2 時間｣、｢10 分から 30     

分｣の順に多い。 

1 時間以上が 42％であり、問１の滞在

目的者の割合と合致する。 

また、前年度結果は１時間以上が

33％であり、全体的に滞在が長時間

化していると見受けられる。 

 

 

その他 （人） 

資料返却のため 3 

時間調整のため 1 

新聞を読むため 2 

通りかかったため １ 

ボランティア活動のため 1 
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問 2  あなたが図書館にいた時間（あるいは予定の時間）は次のどれですか（1 つのみ）           

10 分 

以内 

10 分～ 

30 分 

30 分～ 

1 時間 

1 時間～ 

2 時間 

2 時間 

以上 

わから 

ない 
未回答 合計 

5 38 87 71 25 2 1 229 

 

問 3 あなたは、どのくらいの頻度でつくば市の図書館・図書室・アルス号を 

利用しますか。（1 つのみ） 

 

「週 1 回くらい」が 28％と最も多く、次いで「月に 2

～3 回くらい」が 24％となった。 

昨年度に比べると、「月 2～3 回くらい」が 11％下が

り、「月１回くらい」が７％増加している。 

貸出期間の２週間に合わせて来館すると月２～３

回になるので、それ以上の頻度で訪れていれば定期

利用者であるとすると、その割合は 72％である。 

 

 

3%

17%

28%
24%

16%

8%

2%

2%
0%

ほぼ毎日

週２～３回くらい

週１回くらい

月２～３回くらい

月１回くらい

年２～５回くらい

年１回くらい

わからない

未回答

問 3 あなたは、どのくらいの頻度で 

つくば市の図書館･図書室・アルス 

号を利用しますか。（１つのみ） 

ほぼ毎日 6 

週 2～3 回くらい 38 

週 1 回くらい 64 

月 2～3 回くらい 55 

月 1 回くらい 37 

年 2～5 回くらい 19 

年 1 回くらい 4 

わからない 5 

未回答 1 

合計 229 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

図書館のホームページ

施設内の案内表示

館内の過ごしやすさ

所蔵資料の数や種類

開館日数

開館時間

調べ物相談（レファレンスサービス）

スタッフの対応（窓口・電話等）

満足

おおむね満足

やや不満

不満

わからない

未回答

84

46

73

7

58

4

8

当館ホームページ

広報つくば

館内掲示

「ヨモッカ」及び

「こどもヨモッカ」の

図書館情報誌

どこからも情報を

得ていない

その他

未回答

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

問 4 中央図書館に関する情報を主に何から得ていますか（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 4 中央図書館に関する情報を主に何から得ていますか（複数回答可）         （人） 

当館 

HP 

広報 

つくば 
館内掲示 

「ヨモッカ」及び「こどもヨ

モッカ」の図書館情報誌 

どこからも情報

を得ていない 
その他 未回答 合計 

84 46 73 7 58 4 8 280 

情報収集源の割合は例年とほぼ変わっていない。 

「どこからも情報を得ていない」が 25％に及んでいる。問４の定期利用者が 72%であるため、

不定期利用者が情報を得ていないと推測される。 

 

問 5 図書館サービスについてうかがいます 

＜全体＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

図書館のホームページ

施設内の案内表示

館内の過ごしやすさ

所蔵資料の数や種類

開館日数

開館時間

調べ物相談（レファレンスサービス）

スタッフの対応（窓口・電話等）

満足

おおむね満足

やや不満

不満

＜「未回答」「わからない」を除く＞ 

 

 

 

○スタッフの対応（窓口・電話） 

「満足」、「おおむね満足」の割合が合わせて 90％を超えた。個別のコメントでは、一部

スタッフの対応が好くないという指摘もあり、対応の維持向上のため、引き続き接遇の研修

を行っていきたい。 

 

○調べ物相談（レファレンスサービス） 

レファレンスサービスを必要としない利用者も多いため、他の項目に比べ「わからない」

の割合が高くなっている。 

「満足」、「やや満足」の割合が 95%近くに達しており、的確なレファレンスサービスが行

われていると考えられる。今後は、レファレンスサービスの広報など、利用拡大に努めた

い。 
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○開館時間 

「満足」、「おおむね満足」の合計は 75％と低くなっている。平成 30 年 4 月 1 日から、土

日の閉館時間が 17 時から 19 時になったため、来年度の調査が待たれる。個別のコメント

では、朝 9 時から開けてほしい、夜 20 時まで開けてほしいといった声が寄せられている。 

○開館日数 

「満足」、「おおむね満足」の合計は 82％となっている。平成 29 年度には、５年に一度の

図書館システム入替えにより長期休館があったため、例年より開館日数は微減していた。

開館日数についても、来年度の調査が待たれる。 

 

○所蔵資料の数や種類 

「満足」、「おおむね満足」の合計は 74％にとどまった。市全体で人口が増加しており、資

料への要望が増えている。限られたスペースの中で、所蔵資料、特に開架書架の資料を

充実させるのは喫緊の課題である。 

 

○館内の過ごしやすさ 

「満足」、「おおむね満足」の合計は 85％であった。「満足」の割合も 45%を超え、過ごしや

すい環境であることがうかがえる。個別のコメントでは即時対応し難い設備面の不満が寄

せられているため、長期的な改善計画を立てる必要がある。 

 

○施設内の案内表示 

 「満足」、「おおむね満足」の合計が 90％と高く、個別のコメントでも唯一ポジティブなコメ

ントが寄せられている。館内の案内表示は、利用者にわかりやすい表示となっていると考

えられる。 
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○図書館のホームページ 

問４で、84 人しか情報収集源としてホームページを利用していなかったこともあり、「わか

らない」が全体の 28％を占めた。「満足」、「おおむね満足」の割合は 80％であり、ホームペ

ージをより見やすくし、情報源としての利用拡大を図っていく必要がある。 

 

問６ 総合的に見て図書館にどれくらい満足していますか 

 

（人） 

満  足 おおむね満足 やや不満 不 満 わからない 未回答 合計 

64 125 22 8 0 10 229 

 

総合的な評価として、83％が「満足」、「おおむね満足」という回答であった。今後の業務

にあたりサービス向上に努めたい。 

 

 

 

 

 

満足度調査に御協力いただき、ありがとうございました。 

結果を活かし、図書館サービスの改善に努めたいと思います。 

中央図書館 

28%

55%

10%

3%

4%

満足

おおむね満足

やや不満

不満

未回答



参考値

平成29年度実績

1-1 所蔵資料点数 474,702点 490,000点
利用者の要望や地域の実情に留意しつつ計画的に多
様な所蔵資料の整備を図り、図書館サービスの充実
を目指す。

指標の
説明

1-２ 個人貸出冊点数 1,302,032点 1,450,000点
利用者の多様な要求に応えるよう努め、貸出の増を
図り、図書館サービスの充実を目指す。

指標の
説明

1-３ 視聴覚資料貸出点数 69,311点 85,000点
視聴覚資料は１点当たりの購入が高額となるため、資
料の厳選に努めながら計画的に整備し、貸出の増を
図り、図書館サービスの充実を目指す。

指標の
説明

新 1-４
市民一人当たりの貸出点
（冊）数

5.6点 6.0点

中央図書館と４図書室の連携を図るとともに、自動車
図書館を活用し、市民一人当たりの貸出点数の増を
図り、市内全域における図書館サービスの充実を目
指す。

指標の
説明

参考値
平成29年度実績

２-1 新規登録者数 5,939人 6,500人　
転入者や図書館未利用者等に対するピーアールに努
め、登録者数の増を図ることで、市民の図書館活用の
促進を目指す。

指標の
説明

新 ２-２ 図書館利用ｶｰﾄﾞ利用者数 30,529人 33,500人
利用しやすい図書館運営に努め、より多くの市民に図
書館資料の提供を図ることで、市民の図書館活用の
促進を目指す。

指標の
説明

２-３ 来館者数 514,588人 580,000人
利用しやすい図書館運営に努め、来館者数の増を図
ることで、市民の図書館活用の促進を目指す。

指標の
説明

２-４ 年間開館日数 280日 293日
利用しやすい図書館運営に努め、年間の開館日数を
増やすことで、市民の図書館利用の促進を目指す。

指標の
説明

２-５ 年間開館時間 2,446時間 2,760時間
利用しやすい図書館運営に努め、年間の開館日数を
増やすことで、市民の図書館利用促進と利便性の向
上を目指す。

指標の
説明

２-６ 返却窓口への返却冊数 111,528冊 130,000冊
ブックポスト等を設置することで利用者の利便性の向
上に努め、市民の利用の促進を目指す。

指標の
説明

№ 目　標　指　標 目標値 目標値の設定理由

つくば市立図書館運営上の指標と数値目標(案）
指標の目標年度　２０２０年度

評価期間　2018年度～2020年度

１　市民サービスに必要な資料を確保し、提供することに関する指標　（４項目）

№ 目　標　指　標 目標値 目標値の設定理由

中央図書館（自動車図書館含む。）及びオンラインで結ばれている谷田部・筑波・小野川・茎崎の４交流センター図書室
（以下、「４図書室」という。）で所蔵する資料(視聴覚資料・雑誌を含む。）の点数

中央図書館(自動車図書館含む。）及び４図書室での個人への貸出冊点数（団体貸出を除く。）

CD・DVD・VHSビデオ等の視聴覚資料の貸出件数

市民一人当たりに対する中央図書館（自動車図書館含む。）及び４図書室で貸出した資料の点数。（視聴覚資料の貸
出、団体貸出及び相互貸借借受貸出等利用者に貸出した全ての点数を9/1現在の常住人口で除して算出する。）

２　市全体へのサービスに関する指標　（10項目）

新たに図書館利用カードを作成した人数

１年間に図書館利用ｶｰﾄﾞを利用して資料を借りた人数(一人の人が複数回利用した場合は一人と計算。団体貸出除く）

中央図書館に来館した延人数

中央図書館の年間開館日数

中央図書館の年間開館時間

４図書室､並木・広岡・大穂・豊里交流センター及び市役所のブックポストに返却されて回収した図書資料の冊数

資料６



２-７ 予約件数 89,313件 100,000件

図書館窓口のほか図書館ホームページからのイン
ターネット予約の充実を図るとともに、４図書室等を活
用した迅速な予約本の貸出サービスに努め、市民の
利用の促進を目指す。

指標の
説明

２-８
図書館ホームページへの
アクセス件数

369,210件 390,000件
図書館ホームページの内容充実と分かりやすい情報
発信に努め、市民の理解と関心を高めることで、市民
の利用の促進を目指す。

指標の
説明

２-９ 図書館情報紙の発行回数 ４回 ６回
図書館情報紙「ヨモッカ」「こどもヨモッカ」など、市民に
親しまれる情報紙を定期的に発行し、市民の理解と関
心を高めることで、市民の利用の促進を目指す。

指標の
説明

新 ２-10
ボランティア等によるおは
なし会等開催回数

84回 100回
定期的におはなし会等を開催することで、本に関する
関心を高め、読書推進を目指す。

指標の
説明

参考値

平成29年度実績

３-1 大活字本の所蔵冊数 1,894冊 2,100冊
大活字本の計画的な蔵書に努め，高齢の方、障害を
持った方の図書館サービスの充実を目指す。

指標の
説明

３-２ 大活字本の貸出冊数 1,533冊 2,300冊
資料の充実とともに、大活字本コーナーの分かりやす
い表示やピーアールに努め、高齢の方や障害を持っ
た方の図書館サービスの充実を目指す。

指標の
説明

３-３ 外国語資料の所蔵点数 9,992冊 11,000冊
外国語資料の蔵書数を増やし､多言語サービスの向
上を図り、図書館サービスの充実を目指す。

指標の
説明

３-４ 外国語資料の貸出冊数 7,054冊 8,500冊
外国語資料コーナーの配架や外国語による掲示等の
充実に努め、外国語資料の貸出増を図り、図書サー
ビスの充実を目指す。

指標の
説明

３-５ 点字資料の所蔵点数 213点 230点
点訳資料の作成及び収集に努め､所蔵点数増を図
り、障害を持った方への図書館サービスの充実を目
指す。

指標の
説明

参考値

平成29年度実績

４-1 自動車図書館利用人数 11,016人 14,000人
自動車図書館のステーションの見直しや蔵書の充実
を図り、適切な周期の運行に努め、図書館サービスの
充実を目指す。

№ 目　標　指　標 目標値 目標値の設定理由

中央図書館、４図書室、自動車図書館及びホームページからの予約受付件数

図書館ホームページへのアクセス件数

市民向けの図書館情報紙の発行回数

図書館ボランティア・図書館職員が実施したおはなし会・ブックトーク・パネルシアター等の開催回数

３　高齢者、障害を持った方及び外国の方へのサービスに関する指標　（５項目）

大活字本の所蔵冊数

大活字本の貸出冊数

英語､中国語､韓国語をはじめ､中央図書館で所蔵する児童書及び一般書の外国語資料数

外国語資料の年間貸出冊数(児童書と一般書の合計）

中央図書館のボランティアが作成した点字資料と購入した点字資料の所蔵点数

４　地域支援サービスに関する指標　（３項目）

№ 目　標　指　標 目標値 目標値の設定理由



指標の
説明

４-２ 自動車図書館貸出冊数 44,860冊 55,000冊

自動車図書館資料の充実に努め、利用者のニーズに
応じた本を積載して各ステーションを巡回することで、
貸出冊数の増を図り、図書館サービスの充実を目指
す。

指標の
説明

４-３ 相互貸借貸出冊数 1,339冊 1,500冊
利用者が求める資料で中央図書館が所蔵していない
資料について､他の図書館と連携して利用者に提供す
ることで、図書館サービスの充実を目指す。

指標の
説明

参考値

平成29年度実績

５-1 レファレンス受付件数 1,630件 1,800件

レファレンス能力の向上とレファレンスサービスのピー
アールに努め､利用者の情報や知識の獲得､調査研
究や調べ学習を支援し、図書館サービスの充実を目
指す。

指標の
説明

新 ５-２ ボランティア登録者数 132人 160人

より多くの方にボランティア活動に参加していただける
よう､多様なボランティア活動の機会や場所を提供を
図る。また、ボランティアの協力を得ることで図書館
サービスの充実を目指す。

指標の
説明

新 ５-３ ボランティア活動者数 1,447人 2,200人

多様なボランティア活動の機会や場所を提供すること
で、市民のボランティア活動を支援するとともに、ボラ
ンティアの協力を得ることで図書館サービスの充実を
目指す。

指標の
説明

参考値

平成29年度実績

新 ６-1 団体貸出利用回数 98回 150回
団体貸出についてのピーアールに努め、学校や公共
機関等の団体貸出利用団体の増を図り、学校等にお
ける読書活動の推進を目指す。

指標の
説明

６-２ 団体貸出図書冊数 9,704冊 15,000冊
団体貸出についてのピーアールに努め、学校や公共
機関等への団体貸出しの利用増を図り、学校等にお
ける読書活動の推進を目指す。

指標の
説明

６-３
社会科見学等の図書館見
学受入回数

　６回 10回
読書活動の普及をを図るため､受入体制の充実に努
め、読書活動の推進を目指す。

指標の
説明

６-４ 職場体験学習受入人数 30人 40人
読書活動の普及を図るため、図書館の受入体制の充
実に努め、読書活動の推進を目指す。

指標の
説明

６-５
ジュニア図書館員受入人
数

87人 75人
読書活動の普及を図るため、図書館の受入体制の充
実に努め、読書活動の向上を目指す。

自動車図書館(２台）での年間貸出冊数

自動車図書館(２台）の年間貸出人数

中央図書館が所蔵していない資料で､利用者の希望を受けて他市等の図書館から借受けをして貸出しを行った資料冊
数

５　課題解決支援、ボランティアとの連携、利用者の情報活用能力に関する指標　（３項目）

№ 目　標　指　標 目標値 目標値の設定理由

６　学校図書館等支援に関する指標　（６項目）

№ 目　標　指　標 目標値 目標値の設定理由

団体貸出を利用した団体の延利用回数

保育所・幼稚園・小学校・児童クラブ・福祉施設等の団体に対しての図書貸出冊数（１回につき､１団体300冊まで3か月
間貸出可）

保育所・幼稚園・小学校・義務教育学校・特別支援学校等による図書館見学の受入回数

８年生(中学２年生）を対象とした職場体験の場として､中央図書館で図書館業務の体験学習を受け入れた生徒の人数

中央図書館カウンター､電話､メール等でのレファレンス受付件数

中央図書館の各ボランティアに登録した人数(一人で複数のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに登録している場合は一人で算出）

中央図書館の各ボランティア活動に参加した年間延人数



指標の
説明

６-６
学校図書館司書教諭補助
員等の研修参加人数

89人 170人
学校図書館との連携を強化し、司書教諭や司書教諭
補助員の研修等を支援することで、読書活動の推進
を目指す。

指標の
説明

参考値

平成29年度実績

７-1 利用満足度調査の満足度 83% 80%以上
図書館利用者の満足度を把握し､利用者の声をサー
ビスに反映させることで図書館運営の向上を目指す。

指標の
説明

年度末に、中央図書館内で利用者に対して図書館サービスについて満足しているかどうかの調査を実施する。

４年生から６年生を対象にした図書館の業務体験事業に参加した児童数

学校図書館司書教諭補助員及び司書教諭等を対象に実施される研修の延参加人数

７　市民満足度に関する指標　（１項目）

№ 目　標　指　標 目標値 目標値の設定理由
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会 議 録 

会議の名称 つくば市図書館協議会（第２回） 

 

開催日時 平成 31 年１月 18 日 開会 13：00 閉会 17：00  

開催場所 茎崎、谷田部、筑波交流センター図書室 

つくば市役所４階教育委員会会議室 

事務局（担当課） 教育局中央図書館 

 

 

出 

席 

者 

 

委員 

 

圷文雄、鷲田美加、武田直樹、大澤彩子、杉浦浩、齋藤てる、

金子真理、木村晴美、花沢紀子 

その他  

事務局 椙山館長、小野村副館長、柴原副館長、玉木係長、今井主任 

 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 ０人 

議題 交流センター図書室の視察 

視察に対する意見交換 

会議録署名人  確定年月日 平成  年  月  日 

 

会

議

次

第 

１ 開会 

２ 議事（視察） 

３ 議事（意見交換） 

４ 閉会 
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＜開会＞ 

＜議事＞ 

１．視察 

茎崎、谷田部、筑波交流センター図書室を視察 

２．意見交換 

会長：本日３か所の視察をしましたので、感想や気づいたことをお願いします。 

委員：普段利用するところはどうしても固定されるので、同じ図書室でも多様

性があるということに改めて気付かされました。来館者の年代層も年配の方が

多いところ、若い層が多いところとありますし、現場を重視して予算配分も考

えていただけると嬉しいです。図書室の作り方を含め、現場の大切さを改めて

感じました。 

委員：今日は南から北までつくば市を縦断しましたが、自分たちの足元をちゃ

んと見た上で委員会に臨めるのが大事だと、改めて思いました。クレオへの図

書館移転の話は無くなってしまいましたが、図書館に注目が集まっている時期

だと思います。図書館を良くするチャンスだと思うので、このチャンスを逃さ

ずに、自分なりに感じたことを発言していきたいと思います。 

委員：視察をした中で、図書館の張り詰めた雰囲気が好きではありますが、嫌

いなところもあると感じました。お茶が飲めるようなスペースがあると雰囲気

も違ってくる気がします。あと、配布いただいた資料の中で、貸出人数や年齢

層は地域差があると思います。谷田部や小野川の利用者は、かなりの割合を子

どもや 20～40 代が占めているようですので、親子向けのイベントを行うなど、

もっと手軽に来られるような図書だけではない機能があっても良いと思いま

す。 

委員：つくば市の住民でありながら、まだわかっていないところも多かったの

で、今日は視察ができて良かったです。谷田部地区に住んでいるので、谷田部

の図書室は行ったことがあったのですが、茎崎や筑波には初めて入りました。
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ホールなど人がたくさん集まるところと一体になっていることで、ホールに来

る方たちが、ちょっと図書室を覗いて行こうとなる作りが、とても良いと感じ

ました。 

筑波は交流センターが先にあって、義務教育学校ができたのだと思いますが、

義務教育学校ができたところは元々何があったのでしょうか。 

事務局：つくば市役所、旧筑波町の役場と、保健センターや市立病院です。筑

波町の時代には図書室は無く、ホールと会議室だけがある圏民センターでした。

合併後に圏民センターに追加する形で、公民館及び図書室を増設しています。 

委員：ホールと一体になっており、茎崎と近いコンセプトだと感じました。大

事な施設として作られたものだという思いを大事にしつつ、更に人が集まる場

所にしていけると良いと感じました。 

中央図書館は立派な建物で研究学園の中心にあり格式を感じますが、入った

時に少し暗いと思います。茎崎はとても明るかったのですが、LED を使うなど

して、館内をもう少し明るくするということは難しいのでしょうか。 

事務局：LED 化できるかは検討中です。エントランスも含め吹き抜けが高く、

建物の構造上、費用がどの位かかるか懸念しています。また、間接照明を使っ

ており、どうしても暗く見えてしまうと認識しています。 

委員：落ち着いた雰囲気を作るという意味合いもあったのだと思いますが、も

う少し明るくなると良いです。 

事務局：書架も暗くなっており、照明を増設した部分もあります。ただ、作り

が複雑で、単純に電球を変えれば良いというわけではありません。暗いという

指摘は常に頂いていますので、検討を重ねているところです。 

会長：中央図書館は自然光が少ないですよね。新たに自然光を採り入れられる

ようにするのは設計上難しいでしょうか。 

事務局：難しいと思います。屋上に付けられる天窓もあるようですが、劣化し

やすく維持にも費用がかかるようです。また、子どもコーナーはもう少し明る
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い方が良いですし、明るくできると思いますが、松林からの明かりは眩し過ぎ

るという逆の面もあります。 

会長：土浦の図書館は自然光の中にあり、全然違いますよね。 

委員：土浦の図書館と同じである必要はありませんが、もっと明るいところを

作れると更に良いと思います。 

会長：４か所の交流センターは、いかがでしたでしょうか。それぞれフロアの

広さなどに制限がある中で、良くやられているでしょうか、もう少し改善の余

地があるでしょうか。 

委員：本の見せ方や壁面の季節の飾りも各々非常に工夫をされていて、すごく

努力されている印象を受けました。 

会長：４交流センター図書室の司書の方々の交流はあるのでしょうか。 

事務局：委託会社の司書ですので、研修は会社に義務付けていますが、交流に

ついては関与していません。それぞれの図書室にいる責任者の司書には、図書

館との意見交換のため集まっていただくことがあります。業務委託のため直接

指導は難しいですが、その際に共通の認識を持っていただくようにしています。 

以前は運営が生涯学習課の管轄であり、何かの時には生涯学習課を通す必要

がありましたので、その時に比べると意思疎通はスムーズになっていると思い

ます。あと、委託会社にも責任者を一人置いてもらい、何かあればその人から

交流センター図書室に伝達できるようにしています。 

会長：交流センターは狭くないけれど、図書室の面積だけを見ると、谷田部が

505 ㎡、茎崎が 568 ㎡、筑波が 263 ㎡、小野川が 246 ㎡と、筑波と小野川は谷

田部、茎崎の大体半分。その中でやるしかないので限界はありますよね。図書

室は全部、市町村合併する前に作られたものですよね。 

事務局：合併前からあるのは谷田部と茎崎だけです。筑波交流センターは平成

５年の４月、小野川交流センターは平成 10 年の１月からです。 

会長：平成に作ったにしては、図書室が小さいですね。 
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事務局：推測ですが、開室当初から中央図書館とオンラインで結ばれていまし

たので、元々中央図書館のサービス拡充の一環という位置づけだったのかもし

れません。筑波は町時代に公民館が無く、公民館の設置が課題でした。用地の

問題で、圏民センターを増築するように建設しました。エレベーターも欲しい

という要望もありましたが、スペース的には付けられなくなった経緯もあり、

本当にコンパクトな作りになっています。 

会長：茎崎に新刊書の帯などが掲示されており、年に２～３回程度の入替えな

のかと思ったら、順次交換しているとのことでした。新刊書は毎月購入されて

いるのでしょうか。 

事務局：なるべく細かく発注していますので、中央図書館も４交流センター図

書室も、短いスパンの時ですと毎週入ってきています。 

会長：例えば学校ではまとめて購入するので、図書室の本も、まとめて年２～

３回で入ってくるのだと思っていました。 

委員：４交流センターの運営委託の会社は同じところなのでしょうか。 

事務局：４館とも同じ会社です。 

会長：茎崎のオンラインは結構活用されているそうで、予約された図書を 40～

50 冊見ました。予約や取寄せサービスを活用している人は確かにいるようです

ね。 

委員：実際に本を借りている様子を見て、私も刺激を受けて、読みたかった本

を検索してもらいました。すると、１冊は中央図書館にはあるけれども今は貸

出中で、もう１冊は中央図書館に行けば今ならあると、すぐに調べて教えてく

れました。 

会長：中央図書館にある本を、例えば谷田部とかで借りるときには、誰が本を

運ぶのでしょうか。 

事務局：自動車図書館の運転手が二人おり、以前はその二人が週何回か配送し

ていました。しかし、今年から交流センター図書室の利便性を向上させたいと
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臨時職員を一人雇い、今はほぼ毎日配送しています。配送待ちの時間を減らす

ことで本がいきますので、できるだけ早く回収し、また貸せるようにしていま

す。毎日かなりの本が動き、積載するコンテナが重いので、腰の負担を緩和す

るため HAL というロボットスーツを導入しています。 

委員：テレビや新聞で取り上げられていましたね。 

会長：中央図書館とだけでなくて、交流センター図書室同士でも取寄せられる

のでしょうか。 

事務局：４交流センター図書室は本が少ないので、そこにしかない本しか取寄

せられません。 

会長：新刊書は中央図書館に無ければ交流センター図書室にも無いでしょうか

ら、中央図書館にリクエストすることになるのでしょうね。 

事務局：本当に人気がある本は全館で購入すると思いますが、予算の関係上、

中央図書館でしか買えない本もたくさんあります。昨年度までは、Web では貸

出中の本しか予約、取寄せができませんでしたが、交流センター図書室でも中

央図書館の蔵書を手軽に入手できるように、今年度からは中央図書館の在架本

も交流センター図書室で受取れるようにシステムを変更しました。 

会長：Web サービスの手順や方法についての掲示物を見なかったように思いま

す。初めての人はどのようなシステムになっており、どのようなサービスがあ

るのかわからないですよね。「こうすれば、ここにない本も借りられる」とい

うサービスの案内や手順がわかる掲示物があると良いと思います。 

事務局：パソコンを使わない方や来館者は、予約用紙を書いてカウンターで予

約などができます。ですので、Web サービスの使用方法を説明した掲示は無い

かもしれません。 

会長：ヨモッカにもステップは載ってなかった気がします。最初にカードを作

るときに、いくつか説明が書かれたものは頂くのですが、いかがでしょうか。 

事務局：Web サービスの初期設定については案内がありますが、その後の予約
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方法は、実際に「検索・予約」の画面で検索したら、予約できる本なら予約本

受取場所の表示と説明が出てくるようになっており、冊子体では手順の説明書

を用意していませんでした。利用案内に、「予約・リクエストは中央カウンタ

ーまたは中央図書館ホームページからお申込みください」と書くに留まってい

ます。情報量があまりにも多くなってしまうので、省略しているところでもあ

ると思います。個別の掲示物があると、わかりやすいかもしれませんね。 

会長：インターネットに堪能ではない人もいますからね。 

委員：ウェブサービスの話ですと、蔵書検索の画面で「貸出中」という文言が

わかりにくいと、先日知人に指摘されました。私は慣れてしまって全然気にな

らなかったのですが、「貸出中」とは、「今誰かに貸出中で、無い」のか、「今

貸出中で、ある」のか、どちらにも受け取れるということでした。可能であれ

ば文言を変えた方が良いと感じたので、良い言葉を思いついているわけではな

いのですが、御検討ください。 

事務局：以前からわかりにくいという御意見をいただいていたので、昨年シス

テムを更新した際に見直しをしています。ただ、確かにどちらの意味にも取れ

るため、システム変更を伴わなければ、改めて早急に見直したいと思います。

昨年のシステム更新の際、つくば独自の変更箇所が数百か所あり、更新に大変

な手間と予算がかかったため、基本システムはなるべく変更しない方が良いと

思っています。 

委員：単純に、今図書館に行けば借りられるのか、借りられないのかというこ

とが知りたいだけですので、単語を変えるだけでもわかりやすくなると思いま

した。 

会長：今日の交流センターの振返りは以上でよろしいでしょうか。クレオの話

が無くなり、新築の計画は今のところ無いようですので、今の中央図書館につ

いて魅力向上のアイディアなどがあれば、図書館懇話会で提起したいので教え

てください。 
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一つはお茶が飲めるスペースがあると良いということですね。 

委員：もっとコンセプチュアルに遊びの要素があっても良いのではと思ってい

ます。例えば、中央図書館は海の図書館、谷田部は森の図書館といったように

もっとコンセプチュアルな配置をすると、遊びの感覚が出てくると思います。

筑波学院大学では西武の駐車場に陸のコーナー、海のコーナーと名付けて学生

にデザインをさせてもらいました。結構分かりやすく、楽しくて最上階まで上

りたいという人もいたので、図書館もコンセプトを打ち出すと良いと思います。 

委員：サインは大事ですよね。図書館に入るといきなり壁があり、最初はどこ

に何があるのか分かりにくいです。暗いのもありますが、両サイドに広がって

いるため、CD 等のコーナーが分かりにくくなっています。松林の部分をスペー

スとして利用できると、入館時に目に入ってくる奥行きが違う気がします。 

リノベーションすると費用がかかってしまいますが、天井が高いので中二階の

ようなスペースがあるとおもしろいと思います。 

委員：壁ではなく、例えばフックン船長の絵などがあると違うかもしれません

ね。 

委員：坂東市の図書館は、入ってすぐの場所に全面木が植わっています。また、

太陽光を採り入れられるようになっています。飲食スペースもあるので、本を

読んで疲れたら緑に囲まれた太陽光の当たるベンチでお茶を飲んだり、お弁当

を食べたりできます。２階は勉強できるスペースが広く取ってあり、本をゆっ

くり読みたい人は図書館内に、疲れたら植物の下のベンチに、勉強をしたい人

は２階に行くことができます。ホールもあり音楽もできるので、中高生などの

若い子が自由に自転車で来ています。本離れしている中高生にも居心地の良い

ところにすると良いと思います。 

会長：坂東市の図書館は、新しいのでしょうか。 

委員：そんなに新しくはないと思いますが、太陽光をうまく採り入れているの

で、全体が明るく、古びた感じはしないです。照明も明るいと思います。 
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会長：筑西市の図書館も見てきましたけれども、明るくておしゃれな作りにな

っていますよね。２階の作りになっていたかと思いますが、後からできるほど

図書館はしゃれてくるというのはあるのでしょうね。 

委員：最初にお話があったように、児童コーナーを変えてみるとか、テラス席

のような飲み物を飲みながらできる場所を作ってみるということを検討されて

いるということですが、できるところから少しでも良いので、なるべく早く一

つ変わったというものを見せていただいたり、PR されたりすると良いと思いま

す。シンポジウムの時に、横浜市の図書館長さんのお話を聴いて刺激を受け、

いろいろと想像しました。例えば県立のギャラリーがありますよね。県の施設

だと思いますけれど、美術館と連携して、例えば「つくば出身で『君たちはど

う生きるか』の漫画を描いた羽賀さんの作品と、それに関連する哲学の本を図

書館の入口に並べる」とか、「美術館で原画展をしていただき、２階のアルス

ホールで講演会をやる」とか、美術館と図書館が連携して、興味を持った人に

集まってもらえるようなイベントをすると良いと思いました。羽賀さんでなく

ても良いので、図書館に来てくれる人が増えたり、若い世代にもきてもらえた

りすると良いと思います。 

会長：LALA ガーデンにある TSUTAYA も昔の本屋とは違いますよね。併設したカ

フェで本を読めるなど、発想や思想も変わってきているのでしょうね。 

委員：カスミもサザコーヒーが入ったり、ゆったりしたスペースがあったりし

ますし、本屋も売り物の本の並べ方も前にはなかったような表紙を見せて展示

しているコーナーがあったり、見やすくなったと思います。 

会長：中央図書館の公園側の壁は抜くことができますか。 

事務局：一番端のおはなし室の辺りなら抜けるかもしれません。おそらくそこ

は出られるようになると思います。 

会長：植え込みを取れば結構なスペースはありますか。 

事務局：道路との境界になっていて、石と植栽がありますので、そこをならす
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ような形にすれば１ｍはあると思います。 

会長：松林から出られるようにするのも、多少費用はかかっても西武の５，６

階に図書館を移転する費用と比べたら何分の１かですよね。 

委員：土浦の図書館を視察した際、副館長の言葉で印象的だったのが、「今ま

で図書館で見かけなかったような方が毎日来るようになりました」ということ

です。これからの図書館は大切にしたいところだと思います。他市町村の小学

校ですが、図書室の中に人工芝で寝転がっても良いスペースを作ったところ、

図書室に普段来ないような生徒たちが来て、寝転がりながら本を読むようにな

ったというお話を聞き、とても印象に残りました。どこかだらだらしてもいい、

本を読むならどんな格好でも良いというスペースがあったら良いと思います。

図書館の出入口左側のチラシ等を置かれているスペースがあると思いますが、

例えばそこを袋小路のだらだらコーナーにして、毛足の長い人工芝を敷くのは

どうでしょうか。先ほどお話にあったように、中高生にもっと図書館の中に入

って来て欲しいので、チラシは皆さんの目につくような入口付近に展示するこ

とにすれば、だらだらスペースを確保できるかもしれません。 

会長：中央図書館が窮屈に感じる要因の一つは、ワンフロアで狭いことです。

今の図書館は２階分、３階分を使って、ゆとりがありますよね。フロアごとに

本を読んだり食事をしたりとゾーニングされ、良い空間を独り占めしているよ

うな、贅沢な雰囲気があります。私は毎月、土浦市の図書館に行っていますが、

行く度に羨ましく感じます。土浦市の図書館はスリーフロアで、フロアの面積

も違います。 

委員：私は土浦に住んでいますので、アルカスができてとても嬉しかったので

すが、自宅からは離れており、なかなか足を運べません。そう考えると、つく

ば市の交流センター図書室の本が充実しているのは羨ましいと思いました。土

浦の公民館にも図書室はありますが、つくば市のように立派な図書室はありま

せん。交流センター図書室が充実しているのは、つくば市の良いところだと感
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心しましたので、ぜひ力を入れていただきたいと思います。土浦市は公民館が

何十とありますが、図書室は小さいので、それを目的に行こうとは思いません。 

会長：オンラインでつながっている４交流センター図書室をもっとアピールす

ることも必要ですね。 

委員：私も土浦市出身ですが、ずっと古い図書館だったので、やっとアルカス

ができたと感じました。今だからこそできる建築になっていると感じます。駅

の近くの一等地というのも良かったです。 

委員：イベントについてですが、ただ図書館に本を借りにくるだけでなく、何

かしに来たついでに寄るというのが良いですね。「ペデストリアンを散歩した

ついでに寄る」など、図書館だけを目的とするよりも、ついでに行く感じがあ

ると、普段来ない人にも来てもらえると思います。例えばイベントをする NPO

のようなものがあって、ついでに来られる場所になると良いと思います。 

委員：12月にコーヒーフェスティバルが中央広場で初めて開催されていました。

1500 円で小さいカップを受け取り、好きなコーヒーを４杯試せるというセット

があり、初日の午前中にはカップがなくなってしまうほど盛況でした。そのよ

うなイベントが図書館でできると良いと思います。コーヒー関連の本を集めて、

入口付近に展示するなど、連携してイベントができたら楽しいと思います。 

事務局：10 月に中央公園でフラワーフェスティバルのような初めてのイベント

がありまして、そこに自動車図書館も参加しました。花に関するイベントで、

非常に珍しい花も飾られていましたので、図書館にある花やガーデニングに関

する本をコンテナに１箱ほど持って行きまして、その場で自由に読んでもらっ

たり、貸出したりしました。イベントは２日間でしたが、とても雰囲気が良く、

好評を頂きました。 

３月はフラワーイベントではありませんが、「つくば VAN 泊」という、車の

バンを利用したイベントが図書館とエキスポセンターの間の土地で3月21日に

開催されます。車中泊がはやっており、今はネット環境があれば仕事もどこで
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でもできますので、ハイエースなどを改造してオフィスとして使っている方や、

一定の場所にとらわれない暮らしを実践している方に何名か、何台か来てもら

うそうです。そこに、自動車図書館も VAN 図書館という名前で、こういうもの

もありますよとアピールするために参加します。 

＜閉会＞ 

 





平成29年度統計

①蔵書数

資料区分 中央 自動車 谷田部 筑波 小野川 茎崎 合計

一般図書 164,632 13,975 32,839 16,827 17,187 37,518 282,978

ヤ ン グ 8,540 2 0 0 0 0 8,542

児童図書 62,756 27,079 13,794 14,595 12,920 14,019 145,163

外国語一般 7,332 0 0 0 0 0 7,332

外国語児童 2,660 0 111 12 39 59 2,881

視聴覚資料 13,170 0 0 7 0 0 13,177

雑誌 11,575 0 568 1,158 602 726 14,629

全資料合計 270,665 41,056 47,312 32,599 30,748 52,322 474,702

比率（％） 57.0 8.6 10.0 6.9 6.5 11.0 100

※一般図書＝一般図書＋文庫＋参考図書＋郷土資料＋市政資料＋教科書の合計

※児童図書＝児童図書＋絵本＋紙芝居の合計

②受入数

資料区分 中央  自動車 谷田部 筑波 小野川 茎崎 合計

全資料合計 17,846 3,101 1,205 1,125 1,063 1,086 25,426

③ 貸出人数

年齢区分 中央 自動車 谷田部 筑波 小野川 茎崎 合計 比率（％）

　　　　　０～６ 12,040 2,930 1,726 769 1,635 420 19,520 6.3

　　　　　７～１２ 27,014 6,143 3,646 2,034 2,930 1,581 43,348 14.0

児童小計 39,054 9,073 5,372 2,803 4,565 2,001 62,868 20.4

　　　　　１３～１５ 5,087 35 414 263 421 234 6,454 2.1

　　　　　１６～１８ 3,112 14 269 355 169 100 4,019 1.3

　　　　　１９～２２ 6,611 1 148 268 269 111 7,408 2.4

　　　　　２３～２９ 7,353 41 499 175 271 128 8,467 2.7

　　　　　３０～３９ 33,093 570 4,971 1,857 2,807 1,774 45,072 14.6

　　　　　４０～４９ 53,226 415 6,319 2,742 5,674 2,281 70,657 22.9

　　　　　５０～５９ 31,289 258 2,761 1,831 3,688 1,827 41,654 13.5

　　　　　６０～ 36,709 609 4,981 2,983 5,006 11,372 61,660 20.0

一般小計 176,480 1,943 20,362 10,474 18,305 17,827 245,391 79.5

相互貸借 590 0 0 0 0 0 590 0.2

個人計 216,124 11,016 25,734 13,277 22,870 19,828 308,849 100

団体計 120 120

総計 216,244 11,016 25,734 13,277 22,870 19,828 308,969

比率(％) 70.0 3.6 8.3 4.3 7.4 6.4 100



④資料区分別貸出数（館別）

資料区分 中央  自動車 谷田部 筑波 小野川 茎崎 合計 比率（％）

一般図書 351,975 6,978 46,531 23,313 30,691 36,900 496,388 37.8

文庫 56,490 24 4,466 1,801 4,425 7,304 74,510 5.7

ヤング 44,588 1 58 37 39 84 44,807 3.4

外国語一般 2,482 0 8 3 11 17 2,521 0.2

参考図書 37 0 5 0 16 0 58 0.0

地域資料 1,382 25 383 206 123 192 2,311 0.2

市政資料 133 0 2 2 0 0 137 0.0

教科書 137 0 0 0 0 0 137 0.0

児童図書 198,358 25,751 27,886 13,755 25,529 12,841 304,120 23.2

絵本 152,473 11,627 33,821 14,146 30,402 11,542 254,011 19.4

紙芝居 7,499 451 1,653 709 748 325 11,385 0.9

外国語児童 4,572 0 35 9 37 16 4,669 0.4

視聴覚資料 69,311 0 0 0 69,311 5.3

雑誌 29,826 3 4,508 3,441 5,271 4,322 47,371 3.6

分類不明 0 0 0 0 0 0 0 0.0

合計 919,263 44,860 119,356 57,422 97,292 73,543 1,311,736 100

比率（％） 70.1 3.4 9.1 4.4 7.4 5.6 100

開館日数 280 162 280 280 279 259

一日平均 3,283 277 426 205 349 284

うち団体貸出 9,704 0 0 0 0 0 9,704

⑤予約リクエスト受付件数

中央 自動車 谷田部 筑波 小野川 茎崎 合計

合計 89,313 146 5,134 2,464 3,725 5,470 106,252
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